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引
導
法
に
み
ら
れ
る
「
生
仏
不
二
」
に
つ
い
て山

本

隆

信

一　

は
じ
め
に

―
本
論
文
の
目
的

　

智
山
伝
法
院
で
は
平
成
二
十
七
年
度
よ
り
『
作
法
集
』
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
内
容
を
教
学
・
事
相
の
見
地
か
ら
研
究
し
て

い
る
。
本
研
究
会
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
山
本
隆
信
［
二
〇
一
九
］「『
作
法
集
』
所
収
『
引
導
作
法
』
の
基
礎
」（『
現
代
密
教
』

二
九
号
）
と
い
う
論
文
で
、
真
言
宗
の
引
導
法
の
資
料
と
成
り
立
ち
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
論
文
で
は
、
本
宗
の
『
引

導
作
法
』（
１
）の
印
明
・
経
文
の
出
典
傾
向
を
み
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
そ
の
基
盤
思
想
が
両
部
大
経
を
中
心
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
で
き
た
。

　

前
回
論
文
を
承
け
て
、
本
論
文
で
は
『
引
導
作
法
』
の
内
容
を
さ
ら
に
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
、
そ
の
注
釈
書
を
み
て
い
く
こ
と

に
す
る
。『
引
導
作
法
』
に
お
い
て
重
要
な
鍵
語
と
な
っ
て
い
る
「
生
仏
不
二
」
と
い
う
観
念
は
、
隆
誉
（
一
六
五
三

一
七
一
一
）
の
『
諸
大
事
口

決
』
と
い
う
『
十
結
』
の
注
釈
書
か
ら
そ
の
着
想
を
得
て
お
り
、
そ
の
注
釈
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
ゆ
え
に
生
仏
不
二
と



現代密教　第30号

― 16 ―

い
う
語
が
『
引
導
作
法
』
の
肝
要
と
さ
れ
る
の
か
、
よ
り
は
っ
き
り
と
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
隆
誉
の
事
績
に
つ
い
て
、
そ

の
伝
授
記
録
や
書
誌
情
報
を
丹
念
に
拾
い
、
当
時
の
真
言
先
徳
た
ち
の
人
物
相
関
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
智
興
・
亮
範
相
伝

の
『
引
導
作
法
』
が
成
立
す
る
に
至
る
ま
で
の
、
歴
史
的
な
経
緯
を
推
察
し
て
い
く
。
そ
し
て
生
仏
不
二
と
い
う
語
を
特
に
重
視
し

た
頼
瑜
の
考
え
を
紹
介
し
、
本
宗
に
お
け
る
引
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二　
「
生
仏
不
二
」
と
い
う
語
に
つ
い
て

　

引
導
法
に
お
い
て
重
要
な
鍵
語
と
な
っ
て
い
る
「
生
仏
不
二
」
と
い
う
要
語
は
、『
引
導
作
法
』
の
注
記
で
し
ば
し
ば
示
さ
れ
る
。

こ
の
語
は
密
教
用
語
で
あ
り
、『
密
教
大
辞
典
』（
一
一
九
三
頁
）
で
は
「
生
仏
不
二
」
と
い
う
項
目
を
設
け
て
次
の
よ
う
に
解
説
し

て
い
る
。

シ
ョ
ウ
ブ
ツ
フ
ニ　

生
佛
不
二

　

凡
垩
不
二
に
同
じ
、
衆
生
と
佛
と
不
二
一
體
な
る
を
云
ふ
。
卽
身
義
云
、
身
者
我
身
佛
身
衆
生
身
、（
中
略
）
如
㆑
是
等
身
縱
橫
重
々

如
㆓
鏡
中
影
像
燈
光
涉
入
㆒、（
中
略
）
佛
身
卽
是
衆
生
身
、
衆
生
身
卽
是
佛
身
、
不
同
而
同
、
不
異
而
異
。

　

辞
典
の
執
筆
者
は
、
生
仏
不
二
の
語
義
を
説
く
に
あ
た
り
、
こ
の
語
を
空
海
の
根
本
思
想
を
言
い
当
て
て
い
る
語
と
認
識
し
て
、

『
即
身
成
仏
義
』
を
援
用
し
て
い
る
。
こ
の
『
即
身
成
仏
義
』
か
ら
の
引
用
は
六
大
無
碍
の
頌
の
「
重
重
帝
網
名
即
身
」
部
分
の
語

釈
に
あ
た
る
。
仏
身
と
衆
生
身
と
が
同
一
不
二
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
、
空
海
の
即
身
成
仏
思
想
の
根
幹
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

さ
ら
に
こ
の
要
語
を
詳
し
く
解
説
す
れ
ば
、「
生
」
と
は
衆
生
で
あ
り
、
輪
廻
世
界
で
煩
悩
に
苦
し
む
愚
童
凡
夫
を
意
味
し
、「
仏
」

と
は
真
理
に
目
覚
め
て
涅
槃
に
入
っ
た
聖
者
を
表
し
て
お
り
、
両
者
は
対
極
に
あ
っ
て
相
反
し
た
別
個
の
存
在
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

究
極
的
な
立
場
に
お
い
て
は
、
そ
の
属
性
を
保
っ
た
ま
ま
に
、
本
質
的
に
分
け
隔
て
な
く
一
致
し
て
お
り
、
相
即
・
冥
合
し
て
同
一
・
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平
等
・
一
如
・
一
体
・
不
離
で
あ
る
と
い
う
事
態
を
「
不
二
」
と
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
理
智
不
二
、
色
心
不
二
、

両
部
不
二
、
因
果
不
二
、
境
智
不
二
、
真
俗
不
二
、
修
性
不
二
、
迷
悟
不
二
、
染
浄
不
二
、
凡
聖
不
二
、
真
妄
不
二
な
ど
と
も
い
わ

れ
る（
２
）。

大
乗
仏
教
思
想
に
お
い
て
は
「
生
死
即
涅
槃
」
と
か
「
煩
悩
即
菩
提
」
と
か
「
無
明
即
明
」
と
い
う
定
型
句
に
よ
っ
て
も
示

さ
れ
、
仏
と
衆
生
と
が
存
在
の
基
層
に
お
い
て
同
一
地
平
面
に
根
幹
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
主
張
は
、
如
来
蔵
思
想
、
仏
性
思
想
、

本
覚
論
の
思
想
基
盤
に
あ
る
観
念
で
あ
っ
て
、
大
乗
思
想
の
ベ
ー
ス
に
始
源
か
ら
ず
っ
と
存
在
し
続
け
て
い
る
。

　

こ
の
生
仏
不
二
と
い
う
語
の
初
例
は
、
隋
吉
蔵
（
五
四
九

六
二
三
）（
３
）で
あ
り
、
唐
澄
観
（
七
三
八

八
三
九
）
（
４
）、
宗
密
（
七
八
〇

八
四
一
）（
５
）に
も
見
ら
れ
、
隋
唐
の

経
疏
類
か
ら
見
ら
れ
は
じ
め
る
。
中
国
に
お
け
る
法
華
・
華
厳
・
涅
槃
・
起
信
論
・
浄
土
等
の
各
思
想
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
が
、
引

例
の
多
く
は
日
本
撰
述
文
献
に
見
ら
れ
る（
６
）。

日
本
で
は
頼
瑜
（
一
二
二
六

一
三
〇
四
）（
７
）が

初
例
で
あ
り
、
八
箇
所
の
引
用
が
あ
る
。
も
っ
と
も
多

い
の
は
曇
寂
（
一
六
七
四

一
七
四
二
）
で
九
箇
所
の
引
用
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
語
は
鎌
倉
期
以
後
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
主
と
し
て
真
言
系
の

僧
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
り
わ
け
頼
瑜
の
用
例
が
時
期
も
早
く
、
用
例
も
多
く
、
引
導
法
と
関
連
し
た
内
容

を
具
え
て
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
見
て
い
く
前
に
、『
引
導
作
法
』
に
お
い
て
こ
の
語
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
確

認
し
て
お
こ
う
。

三　
『
引
導
作
法
』
中
の
「
生
仏
不
二
」

―
智
拳
印
・
金
剛
合
掌
・
如
来
拳
印

　
『
引
導
作
法
』
は
、
隆
誉
『
十
結
』
所
収
『
引
導
大
事
』
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
。
次
表
の
と
お
り
、『
引
導
大
事
』
の
全
項
目
は
、

そ
の
内
容
に
少
し
の
異
同
が
あ
る
が
（
小
三
鈷
印
、
三
昧
耶
戒
、
解
界
）、
す
べ
て
『
引
導
作
法
』
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
。『
十
結
』

の
自
註
が
『
諸
大
事
口
決
』
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
解
釈
は
『
引
導
作
法
』
を
理
解
す
る
上
で
も
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
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隆
誉
『
十
結
』『
引
導
大
事
』

智
山
『
作
法
集
』『
引
導
作
法
』

①
至
霊
前
取
香
呂

②
登
礼
盤

②
焼
香

③
焼
香

④
塗
香

①
護
身
法

⑤
護
身
法

③
小
三
鈷
印
（
灑
水
）

⑥
灑
浄

④
不
動
三
種
印

⑦
結
界
・
不
動
三
種
印
明

⑤
結
界
（
降
三
世
印
明
）

　
　
　

・
降
三
世

⑥
授
戒

⑩
授
五
戒
（
或
八
戒
十
戒
）

⑧
懺
悔
文

⑦
三
帰
三
竟

⑨
三
帰

⑧
発
菩
提
心
印
・
三
昧
耶
戒

⑱
発
菩
提
心
印

⑨
持
戒
清
浄
大
事

⑪
持
戒
清
浄
大
事

⑫
住
法
界
定
印

⑬
大
金
剛
輪
印
明

⑭
亡
者
五
大
加
持

⑩
頌
文

⑮
頌
文

⑪
同
印

⑯
同
印　

五
字
明

⑫
金
剛
合
掌

⑰
金
剛
合
掌

⑲
授
五
鈷

隆
誉
『
十
結
』『
引
導
大
事
』

智
山
『
作
法
集
』『
引
導
作
法
』

⑭
秘
印
明
等

⑳
秘
印
明
・
金
剛
界
普
賢
三
昧
耶
印

　
　
　
　

・
胎
蔵
界
入
仏
三
昧
耶
印

㉑
伝
法
灌
頂
秘
印
・
金
剛
界
大
率
都
婆
印

　
　
　
　
　
　
　

・
胎
蔵
界
外
五
鈷
印

㉒
阿
闍
梨
位
印

㉓
第
二
重
秘
印
明

㉔
第
三
重
秘
印
明

㉕
瑜
祇
秘
印
明

⑬
血
脈

㉖
授
血
脈

㉗
弥
陀
印
明

㉘
地
蔵
尊
印
明

㉙
不
動
印

㉚
滅
悪
趣
尊
印
明

⑯
如
来
拳
印

㉛
如
来
拳
印

㉜
光
明
真
言

㉝
撥
遣

⑮
解
界
（
不
動
剣
印
・
降
三

世
咒
）

㉞
三
部
被
甲
等

㉟
下
礼
盤
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生
仏
不
二
と
い
う
語
は
、『
引
導
作
法
』
中
で
は
、
⑮
「
智
拳
印
」（
頌
文
）、
⑰
「
金
剛
合
掌
」（
お
ん
字
二
十
一
返
）、
㉛
「
如

来
拳
印
」（
う
ん
字
三
返
）
と
い
う
三
つ
の
印
の
注
記
で
示
さ
れ
る
。
こ
の
三
つ
の
印
は
、
生
仏
不
二
の
印
と
も
さ
れ
る
。
こ
の
三

箇
所
の
引
例
に
つ
い
て
、
ま
ず
『
引
導
作
法
』
の
本
文
を
掲
げ
、
次
に
隆
誉
『
諸
大
事
口
決
』
を
参
照
し
な
が
ら
見
て
い
き
た
い
。

⑴
次
頌
文

　
　

不
捨
於
此
身　
　

両
手
を
金
拳
に
し
て
腰
に
安
ず

　
　

逮
得
神
境
通　
　

右
拳
改
め
ず
左
拳
胸
に
安
ず

　
　

遊
歩
大
空
位　
　

右
拳
改
め
ず
左
拳
風
を
舒
ぶ

　
　

而
成
身
秘
密　
　

成
智
拳
印
、
右
仏
界
左
生
界（
８
）

　
『
引
導
作
法
』
中
の
「
頌
文
」（
智
拳
印
）
の
項
目
は
、『
大
日
経
』「
悉
地
出
現
品
」
の
経
文
「
不
捨
於
此
身　

逮
得
神
境
通　

遊

歩
大
空
位　

而
成
身
秘
密
」（
９
）の

一
偈
四
句
を
一
句
ず
つ
唱
え
な
が
ら
、
順
に
智
拳
印
を
結
ん
で
い
く
作
法
で
あ
る
。
こ
の
第
四
句
の

注
記
と
し
て
示
さ
れ
る
「
右
仏
界
左
生
界
」
が
生
仏
不
二
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
右
手
が
仏
界
で
あ
り
、
左
手
が
衆
生
界
で
あ
り
、

右
手
で
左
手
の
風
指
を
握
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
不
二
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
作
法
は
、
弘
法
大
師
御
作
と
伝
わ
る
『
引
導

大
事　

御
流
』（
（（
（

、
覚
鑁
『
引
導
大
事
』（
（（
（

、
高
野
山
『
二
巻
書
』（
（（
（

、
隆
誉
『
引
導
大
事
』（
（（
（

中
に
も
収
載
さ
れ
、
種
々
の
引
導
法
に
お
い

て
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
引
導
法
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
印
明
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
言
え
る（
（（
（

。『
密
教
事
相
大
系
』（
（（
（

で

も
「
引
導
の
肝
要
」
と
し
て
詳
説
し
て
い
る
。
こ
の
『
密
教
事
相
大
系
』
の
解
説
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、『
諸
大
事
口
決
』
を

踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
少
し
長
く
な
る
が
そ
の
隆
誉
の
所
伝
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

此
の
印
、
引
導
の
肝
要
な
る
が
故
に
『
摂
真
実
経
』（
（（
（

の
中
（
巻
九
帳
右
）「
金
剛
界
大
道
場
品
」
に
云
く
「
是
の
智
拳
印
を
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菩
提
引
導
第
一
の
智
印
と
名
づ
く
。
亦
は
能
滅
無
明
黒
暗
印（
（（
（

と
名
づ
く
。
此
の
印
の
加
持
に
縁
っ
て
、
諸
仏
、
行
者
の
与た
め

に
無

上
菩
提
最
勝
決
定
の
記
を
授
け
た
ま
う
。
是
れ
即
ち
毘
盧
遮
那
如
来
大
妙
智
印
な
り
」
と
文い
え

り
。
又
『
心
地
観
経
』（
（（
（

第
八
（
十

一
帳
右
）「
成
仏
品
」
に
云
く
「
引
導
無
上
菩
提
第
一
印
と
名
づ
く
」
と
文
り
。『
一
字
頂
輪
王
儀
軌
』（
（（
（

に
云
く
「
現
に
菩
提
を

証
す
が
故
に
、
覚
勝
印
と
名
づ
く
」
と
文
り
。

　

凡
そ
自
宗
は
生
仏
不
二
の
覚
り
を
即
身
成
仏
と
談
ず
。
然
る
に
此
の
印
は
不
二
の
深
義
を
表あ
ら
わ顕

す
。
其
の
故
は
、
右
の
手
は

仏
界
、
左
の
手
は
生
界
と
之
を
習
う
。
且
つ
又
、
左
の
生
界
の
手
の
五
指
を
五
道
左
の
小
指
自
り
大
指
に
至
っ
て
、
次
の
如
く

地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
・
天
の
五
道
に
配
す
に
配
す
る
時
、

頭
指
は
人
な
る
が
故
に
、
右
の
仏
界
の
手
を
以
て
左
の
生
界
の
人
指
を
握
る
は
生
仏
不
二
・
即
身
成
仏
の
深
旨
な
り
。
殊
に
右

の
空
の
指
を
以
て
、
左
の
風
指
に
属つ
く

る
は
生
界
の
息
風
、
亜
字
の
大
空
を
証
す
る
義
な
り
。
之
を
留
め
て
此
れ
を
思
え
。
委
細

面
授
在
り
。（
（（
（

―
現
行
作
法
集
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
智
山
書
庫
蔵
『
引
導
作
法
』、
お
よ
び
『
密
教
事
相
大
系
』
に
は
「
頌
文
」（
智
拳
印
）
の

箇
所
に
注
記
が
あ
り
「
此
の
頌
文
及
び
印
は
共
に
生
仏
不
二
の
深
旨
有
り
。
更
に
泊
如
僧
正
の
秘
伝
口
授
有
り
」（
（（
（

と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
印
の
ま
ま
「
あ
び
ら
う
ん
け
ん
」
の
五
字
明
を
唱
え
る
が
、
そ
の
注
記
に
は
「
金
印
胎
明
生
仏
不
二
、
右
拳
仏
界
左
手
生
界
、

明
四
返
四
処
加
持
口
伝
」（
（（
（

と
あ
る
。
こ
の
注
記
も
同
様
に
『
十
結
』
お
よ
び
『
諸
大
事
口
決
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。『
十
結
』

は
頌
文
の
前
に
朱
の
注
記
で
「
金
ノ
印
ニ
台
ノ
明
ハ
生
仏
因
果
不
二
深
旨
也
」（
（（
（

と
記
す
。『
諸
大
事
口
決
』
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

同
印　

亜
氾
漸
麿
沖　

同
印
は
智
拳
印
な
り
。
印
は
金
剛
界
、
明
は
胎
蔵
界
な
れ
ば
、
此
の
印
は
両
部
不
二
の
義
な
り
。
両
部

不
二
と
は
即
ち
生
仏
不
二
金
界
は
果
・
仏
界

胎
界
は
因
・
生
界
因
果
一
際
の
深
旨
に
し
て
即
身
成
仏
の
理
を
示
す
な
り
。（
（（
（

―
秘
伝
口
授
の
内
容
と
は
、
先
に
引
用
し
た
『
諸
大
事
口
決
』
所
説
の
作
法
で
あ
ろ
う
。
智
拳
印
を
結
ぶ
に
あ
た
り
、
右
手
を
仏

界
、
左
手
を
衆
生
界
と
み
な
す
。
左
手
の
各
指
は
、
地
獄
（
小
指
）・
餓
鬼
（
無
名
指
）・
畜
生
（
中
指
）・
人
（
頭
指
）・
天
（
大
指
）
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の
五
道
に
配
さ
れ
る
。
左
手
の
頭
指
（
風
指
）
は
人
界
と
み
な
さ
れ
、
そ
れ
を
右
手
の
大
指
（
空
指
）
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

亡
者
の
息
風
（
呼
吸
）
が
阿
字
の
大
空
に
帰
っ
て
い
く
と
観
念
す
る
の
で
あ
る
。「
両
部
不
二
」「
生
仏
不
二
」「
因
果
一
際
」
と
い

う
相
即
の
論
理
が
、
こ
の
一
印
に
体
現
さ
れ
る
。

　

ま
た
智
拳
印
の
印
解
き
に
つ
い
て
、
一
偈
四
句
の
一
句
ず
つ
に
結
印
し
、
①
両
手
を
金
拳
に
し
て
腰
に
安
ず
、
②
右
拳
改
め
ず
左

拳
胸
に
安
ず
、
③
右
拳
改
め
ず
左
拳
風
を
舒
ぶ
、
④
成
智
拳
印
、
右
仏
界
左
生
界
、
と
い
う
、
こ
の
智
拳
印
の
立
印
作
法
に
つ
い
て

は
、
頼
瑜
（
一
二
二
六

一
三
〇
四
）『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
に
興
味
深
い
類
例
が
あ
る
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

三
十
三
。『
菩
提
心
論
』
奥
頌
の
事

　

問
う
。
如
何
。
答
う
。
木
幡
の
口
决
に
云
く
、
智
拳
印
を
説
く
文
な
り
。「
若
人
求
仏
慧
」
と
云
う
時
に
、
左
の
人
指
（
頭

指
を
云
う
な
り
）
を
申
べ
て
、「
通
達
菩
提
心
」
と
誦
し
て
、
右
拳
を
中
に
通
達
す
。「
父
母
所
生
身　

即
証
大
覚
位
」
と
云
う

時
、
左
の
風
指
の
端
を
右
の
空
指
の
端
に
拄
え
て
、
父
母
所
生
の
肉
身
に
法
身
大
空
位
を
証
得
す
る
の
義
を
示
す
な
り
云
云
。

甚
深
灌
頂
な
り
。
之
を
秘
す
べ
し
。（
（（
（

―
頼
瑜
は
、
こ
こ
で
『
菩
提
心
論
』「
奥
頌
」
の
「
若
人
求
仏
慧　

通
達
菩
提
心　

父
母
所
生
身　

即
証
大
覚
位
」
の
一
偈
四
句

に
あ
わ
せ
て
、
一
句
毎
に
順
に
智
拳
印
を
結
ぶ
作
法
を
、
山
城
国
木
幡
観
音
院
真
空
（
一
二
〇
四

一
二
六
八
）
の
口
決
と
し
て
説
い
て
い
る
。『
引

導
作
法
』
中
の
「
頌
文
」
は
『
大
日
経
』「
悉
地
出
現
品
」
か
ら
の
引
用
で
あ
っ
て
、『
菩
提
心
論
』
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
が
、
一

偈
四
句
に
合
わ
せ
て
智
拳
印
を
徐
々
に
結
印
し
て
い
く
作
法
は
同
じ
で
あ
る
。
す
で
に
頼
瑜
の
頃
か
ら
頌
文
に
併
せ
て
智
拳
印
を
徐
々

に
結
印
す
る
作
法
の
授
受
が
「
甚
深
灌
頂
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
秘
口
伝
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
真
言
宗
の

引
導
法
は
灌
頂
儀
礼
に
準
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。『
引
導
作
法
』
中
、
も
っ
と
も
肝
要
と
さ
れ
る
印
明
の
授
受
が
、
師
資
相
承
の
灌

頂
で
あ
り
、
導
師
か
ら
亡
者
へ
と
継
承
さ
れ
る
法
の
核
心
部
分
で
あ
り
、
肉
身
に
お
い
て
法
身
を
証
す
る
即
身
成
仏
の
理
を
示
し
て
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い
る
の
で
あ
る
。『
諸
大
事
口
決
』
に
も
示
さ
れ
る
と
お
り
、『
大
日
経
』「
悉
地
出
現
品
」
の
頌
文
は
、『
即
身
成
仏
義
』
で
即
身
成

仏
の
経
証
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
同
じ
く
『
菩
提
心
論
』
の
頌
文
も
ま
た
『
即
身
成
仏
義
』
で
論
証
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
覚
鑁
作
と
さ
れ
る
『
引
導
大
事
』（
（（
（

『
引
導
次
第
』（
（（
（

に
は
「
普
利
衆
生
印
」
と
し
て
、
こ
の
『
菩
提
心
論
』「
奥

頌
」
と
と
も
に
智
拳
印
を
結
ん
で
い
く
作
法
が
あ
る
。『
大
日
経
』
と
『
菩
提
心
論
』
の
頌
文
は
、
両
者
と
も
生
仏
不
二
・
即
身
成

仏
の
理
を
示
し
た
も
の
と
し
て
等
し
く
受
容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
頌
文
と
と
も
に
智
拳
印
を
結
ぶ
作
法
が
頼
瑜
の
頃

に
は
成
立
し
て
、
重
要
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑵
次
金
剛
合
掌
　
是
れ
十
界
同
如
生
仏
不
二
の
印
な
り

　
　

お
ん　
　
　

廿
一
返

　
　

お
ん
字
は
即
身
成
仏
の
至
要
な
り
、
釈
迦
如
来
お
ん
字
の
観
に
依
っ
て
即
身
成
仏
し
玉
う
な
り（
（（
（

　
『
引
導
作
法
』
の
「
金
剛
合
掌
（
お
ん
字
廿
一
返
）」
と
い
う
項
目
で
、「
是
れ
十
界
同
如　

生
仏
不
二
の
印
な
り
」
と
い
う
注
記

が
あ
る
。
こ
の
注
記
お
よ
び
「
釈
迦
如
来
お
ん
字
の
観
に
依
っ
て
即
身
成
仏
し
玉
う
な
り
」
と
い
う
観
文
も
ま
た
『
諸
大
事
口
決
』

に
基
づ
い
て
い
る
。
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

金
剛
合
掌　

医
字
廿
一
返

金
剛
合
掌
と
は
、
十
界
同
如
、
生
仏
不
二
の
印
な
り
深
旨
面

授
在
り　

医
字
と
は
、
即
身
成
仏
の
至
要
の
真
言
な
り
。
釈
迦
如
来
、
医
字

の
観
に
依
っ
て
即
身
成
仏
し
た
ま
う
事
『
守
護
経
』
の
説
な
り
。（
（（
（

―
こ
こ
で
「
十
界
」
と
い
う
の
は
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
仏
の
そ
れ
ぞ
れ
の
世

界
で
あ
り
、
前
の
六
つ
は
迷
い
の
世
界
、
後
の
四
つ
は
さ
と
り
の
世
界
に
属
す
る
。「
十
界
同
如
」
と
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
多
種
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多
様
な
環
境
世
界
は
普
遍
妥
当
的
な
単
一
の
全
体
と
し
て
同
等
で
あ
り
、
一
つ
に
融
和
し
て
完
結
し
た
全
宇
宙
で
あ
る
こ
と
を
言
い

表
し
て
い
る
。
仏
と
衆
生
は
本
来
的
に
不
二
平
等
で
あ
り
、
仏
界
を
右
手
、
衆
生
界
を
左
手
に
配
し
て
そ
の
一
致
和
合
を
説
く
説
は
、

覚
鑁
の
著
作
に
も
み
ら
れ
る（
（（
（

。

　

ま
た
「
医
字
と
は
、
即
身
成
仏
の
至
要
の
真
言
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
観
法
に
つ
い
て
『
十
結
』
に
よ
れ
ば
「
亡
者
の
眉
間

に
月
輪
を
観
じ
、
月
輪
の
中
に
医
字
を
観
ず
べ
し
」
と
あ
っ
て
、
導
師
は
亡
者
の
眉
間
に
医
字
を
観
念
す
る
。
釈
迦
如
来
は
医
字
観

に
よ
っ
て
成
仏
し
た
と
さ
れ
、
亡
者
も
医
字
観
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
即
身
成
仏
を
さ
ら
に
堅
固
に
す
る
の
で
あ
る
。『
守
護
経
』

の
説
と
は
、『
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
』（
（（
（

で
、
一
切
諸
仏
は
皆
こ
の
医
字
観
に
よ
っ
て
成
仏
し
た
と
説
か
れ
る
。
医
字
は
、
大
日
如

来
の
真
身
で
あ
り
、
一
切
陀
羅
尼
の
母
と
さ
れ
る
。
無
量
劫
に
わ
た
っ
て
修
行
し
て
い
た
釈
尊
は
、
そ
の
最
後
の
生
に
至
り
六
年
苦

行
す
る
も
悟
れ
ず
に
い
た
。
そ
こ
へ
無
量
の
化
仏
が
虚
空
に
現
れ
、
医
字
観
を
修
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
そ
こ
で
鼻
端
に
浄
月
輪

を
想
い
、
そ
の
中
に
医
字
が
あ
る
と
観
じ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
夜
に
成
仏
す
る
こ
と
を
得
た
と
い
う
。

⑶
次
如
来
拳
印

　
　

左
は
胎
拳
、
右
の
小
指
を
も
っ
て
左
大
指
を
拳に
ぎ

る
、
是
れ
理
智
冥
合
、
生
仏
不
二
の
義
な
り

　
　

明　

う
ん

　
　

是
れ
因
果
不
二
、
即
身
成
仏
の
明
な
り
、
自
宗
の
引
導
は
生
仏
不
二
の
理
を
教
示
す
る
を
肝
要
と
な
す（
（（
（

　
『
引
導
作
法
』
の
終
盤
に
説
か
れ
る
如
来
拳
印
の
注
記
に
「
生
仏
不
二
」
と
い
う
語
が
二
回
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
注
記
も

ま
た
『
諸
大
事
口
決
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

如
来
拳
印　

誦
麿
口
伝
有
り
如
来
拳
印
と
は
、
左
の
手
を
胎
蔵
拳
に
作
り
亦
蓮
花
拳

と
名
づ
く
其
の
印
相
は
、
頭
・
中
・
名
・
小
の
四
指
を
掌
内
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に
握
り
、
大
指
を
以
て
頭
指
の
中
節
の
側
を
押
す
な
り
。
右
の
手
を
金
剛
拳
に
作
り
小
指
を
以
て
左
の
大
指
の
初
分
を
握
る
な

り
。
口
伝
と
は
、
此
の
印
真
言
、
共
に
不
二
の
義
な
り
。
如
来
拳
印
は
、
左
は
胎
蔵
拳
、
右
は
金
剛
拳
に
し
て
両
部
の
印
な
る

を
、
右
の
小
指
を
以
て
左
の
大
指
を
握
り
一
印
と
為
る
は
、
是
れ
理
智
冥
合
、
生
仏
不
二
の
義
な
り
。
真
言
の
麿
字
と
は
、
不

二
の
明
な
る
故
に
是
れ
亦
、
因
果
不
二
、
即
身
成
仏
の
義
な
り
。
此
の
深
旨
に
依
っ
て
此
の
印
明
を
授
く
る
な
り
。
自
宗
の
引

導
と
は
、
生
仏
不
二
の
理
を
教
示
す
る
を
肝
要
と
為
る
故
に
、
導
師
は
偏
に
此
の
観
想
に
住
し
名
利
の
心
を
放
下
し
外
儀
の
軌

則
に
拘
ら
ず
、
専
ら
亡
者
の
得
果
を
念
ず
べ
き
な
り
。（
（（
（

―
も
う
縷
々
解
説
す
る
ま
で
も
な
く
、『
引
導
作
法
』
の
注
記
は
逐
語
的
に
『
諸
大
事
口
決
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

如
来
拳
印
と
は
、
左
を
胎
蔵
拳
、
右
を
金
剛
拳
に
し
て
、
こ
の
両
部
の
印
を
一
印
と
し
て
い
る
か
ら
「
理
智
冥
合
、
生
仏
不
二
」
を

意
味
し
て
い
る
と
説
く
。

　

以
上
『
作
法
集
』
所
収
『
引
導
作
法
』
に
見
ら
れ
る
「
生
仏
不
二
」
に
関
す
る
三
箇
所
の
引
例
を
示
し
た
。
生
仏
不
二
の
印
と
し

て
、
智
拳
印
、
金
剛
合
掌
、
如
来
拳
印
の
三
種
の
印
が
示
さ
れ
、
こ
の
理
念
が
引
導
の
肝
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
『
引

導
作
法
』
の
注
記
は
、
い
ず
れ
も
『
諸
大
事
口
決
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
思
う
。

四　

隆
誉
『
十
結
』
と
『
引
導
作
法
』

　

智
興
・
亮
範
相
伝
の
『
引
導
作
法
』
中
の
注
記
に
、
何
ゆ
え
に
隆
誉
『
諸
大
事
口
決
』
の
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
る
に
至
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。『
引
導
作
法
』
と
『
十
結
』、『
諸
大
事
口
決
』
と
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
を
聖
教
の
書
誌
情
報
と
、

歴
史
的
な
人
物
の
動
向
と
師
弟
関
係
に
基
づ
い
て
示
し
て
み
た
い
。
隆
誉
の
事
績
と
『
十
結
』
の
概
要
に
つ
い
て
は
布
施
浄
慧
［
一

九
九
八
］［
二
〇
〇
〇
］、
小
宮
俊
海
［
二
〇
一
七
］
に
詳
し
い
。
改
め
て
こ
こ
で
『
十
結
』
の
書
誌
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。『
十
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結
』
は
刊
行
さ
れ
て
い
る
書
物
と
し
て
、
藤
井
佐
兵
衛
本（
（（
（

、
宮
野
本（
（（
（

、
稲
谷
本（
（（
（

が
あ
る
。
写
本
と
し
て
は
、
大
正
大
学
本（
（（
（

、
成
田
山

本（
（（
（

、
吉
祥
院
本（
（（
（

が
あ
り
、
全
末
目
録
（『
真
言
宗
智
山
派
所
属
寺
院　

聖
教
撮
影
目
録
』
全
八
冊
）
に
四
点
の
写
本
（
岩
手
金
剛
寺
・

上
総
真
福
寺
・
蕨
三
学
院
・
高
知
定
福
寺
）
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
千
葉
県
旭
市
長
禪
寺
住
職
の
伊
藤
堯
貫
師
が
、
藤
井
佐
兵
衛
本
、

宮
野
本
、
稲
谷
本
、
大
正
大
学
本
、
成
田
山
本
、
吉
祥
院
本
、
長
禪
寺
所
蔵
本
『
諸
切
紙
十
結
』（
（（
（

等
を
参
照
し
た
『
十
結
』
を
近
々

刊
行
の
予
定
で
あ
る
。
本
研
究
は
伊
藤
堯
貫
師
の
ご
教
示
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
し
た
い
。『
十
結
』

は
第
八
・
九
・
十
結
の
異
同
に
し
た
が
っ
て
二
つ
の
系
統
が
あ
り
、
写
本
も
そ
の
系
統
に
分
か
れ
る
。
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

各
写
本
の
識
語
・
奥
書
の
記
載
が
種
々
異
な
っ
て
い
る
か
ら
、
可
能
な
限
り
多
く
の
写
本
に
基
づ
い
た
研
究
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
『
十
結
』
の
作
法
項
目
中
に
は
、
し
ば
し
ば
識
語
が
記
さ
れ
て
お
り
、
隆
源
、
寛
済
、
隆
鑁
、
有
雅
と
い
っ
た
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
当
該
作
法
が
誰
の
所
伝
で
あ
る
の
か
が
わ
か
る
。
そ
う
し
た
識
語
か
ら
判
断
す
る
と
、『
十
結
』
と
は
、
醍
醐
寺
報
恩

院
十
世
隆
源
（
一
三
四
二

一
四
二
六
）、
報
恩
院
十
六
世
寛
済
（
一
五
九
六

一
六
六
三
）、
江
戸
愛
宕
真
福
寺
五
世
乗
憲
房（
（（
（

隆
鑁（
（（
（

（
一
六
二
〇

一
七
〇
五
）、
醍
醐
寺
釈
迦
院
大
僧

正
有
雅
（
一
六
三
四

一
七
二
八
）
ら
に
伝
わ
る
諸
作
法
・
口
決
類
を
隆
誉
が
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
隆
誉
の
事
績
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
慈
運
房
隆
誉
は
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
六
月
八
日
、
京
都
に
生
ま
れ
た
。
隆

誉
は
隆
鑁
の
甥
で
あ
る
。
叔
父
の
隆
鑁
を
師
主
と
仰
ぎ
、
醍
醐
寺
に
登
っ
て
有
雅
に
師
事
し
た
。
隆
誉
と
同
じ
く
、
隆
鑁
に
師
事
し

た
瀧
谷
寺
慶
範
（
一
六
三
六

一
六
九
九
）（
（（
（

か
ら
祐
宜
相
承
の
幸
心
流
を
受
け
て
、
慶
範
の
弟
子
で
あ
る
亮
範
（
一
六
七
〇

一
七
三
九
智
山
十
五
世
、
六
波
羅
蜜
寺

普
門
院
二
十
一
世
）
に
伝
え
た
。
さ
ら
に
伝
法
院
流（
（（
（

も
継
承
し
授
け
た
と
い
う
。
師
の
隆
鑁
は
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）、
江
戸
愛

宕
真
福
寺
と
い
う
要
職
を
六
十
四
歳
で
退
任
し
て
、
下
総
国
徳
満
寺
（
茨
城
県
利
根
町
）
七
世
と
し
て
晋
住
・
隠
居
し
、
元
禄
元
年

（
一
六
八
八
）
に
は
徳
満
寺
で
隆
誉
に
伝
授
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
か
ら
『
十
結
』
の
諸
作
法
が
集
め
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
隆
誉
も
師
に
従
っ
て
徳
満
寺
に
一
時
住
居
し
た
ら
し
い
が
、
元
禄
初
期
頃
、
常
陸
国
泰
鳳
山（
（（
（

円
福
寺
（
茨
城
県
下
妻
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市
）
に
晋
住
し
て
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
は
常
陸
国
真
壁
郡
出
身
で
当
時
十
五
歳
で
あ
っ
た
琳
珊
房
龍
天
（
一
六
七
七

一
七
六
二
智
山
十

七
世
）
を
見
出
し
弟
子
に
し
て
い
る
。
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
は
醍
醐
に
住
山
し
事
相
聖
教
の
書
写
伝
授
に
励
ん
だ
。
元
禄
十

一
年
（
一
六
九
八
）
に
は
智
積
院
で
竪
義
が
勤
修
さ
れ
、
精
義
者
を
務
め
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
に
は
弟
子
の
龍
天
に
伝
法

灌
頂
を
授
け
て
い
る
。
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
師
の
隆
鑁
が
八
十
六
歳
で
遷
化
す
る
が
、
こ
の
年
に
隆
誉
は
隆
鑁
本
を
書
写
し

て
『
十
結
』
を
編
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
は
そ
の
口
決
と
し
て
『
諸
大
事
口
決
』
を
著
し
た
。
の

ち
山
科
妙
智
院
に
転
住
し
、
さ
ら
に
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
に
は
六
波
羅
蜜
寺
普
門
院
十
七
世
と
な
り
、
智
積
院
一
﨟
に
昇
進
し

た
。
そ
の
翌
宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
一
月
二
日
に
五
十
九
歳
で
遷
化
さ
れ
た
。

　

こ
こ
か
ら
先
は
推
測
で
あ
る
が
、
隆
誉
に
師
事
し
た
亮
範
は
、
隆
誉
が
彙
集
し
な
が
ら
も
未
整
理
で
あ
っ
た
諸
作
法
・
口
決
類
を

委
嘱
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
『
十
結
』
の
骨
格
は
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

隆
誉
遷
化
後
の
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
に
智
興
（
一
六
六
一

一
七
二
八
智
山
十
四
世
、
六
波
羅
蜜
寺
普
門
院
十
九
世
）
が
隆
誉
輯
『
十
結
』
を

源
長
に
伝
授
し
た
際
の
『
十
結
』
は
六
帖
で
あ
っ
て
、
現
本
の
よ
う
な
伝
承
形
態
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
で
は
現
行
流
伝
の

形
態
に
整
備
し
た
の
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
が
亮
範
で
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。『
智
積
院
史
』「
列
祖
伝
」
中
「
第
十
五
世
亮
範

僧
正
」
の
伝
に
よ
れ
ば
「
辛
卯
（
一
七
一
一
）
の
春
、
普
門
の
隆
誉
円
寂
、
曾
て
彼
の
法
味
を
飧
服
す
。
故
を
以
て
秘
決
、
重
ね
て

書
し
、
悉
く
之
を
師
に
附
す
」（
（（
（

と
あ
る
。
亮
範
は
瀧
谷
寺
慶
範
の
弟
子
で
あ
る
が
、
慶
範
は
隆
鑁
に
師
事
し
て
い
た
か
ら
、
そ
も
そ

も
亮
範
は
隆
誉
の
法
弟
（
ま
た
は
法
孫
）
と
い
う
濃
密
な
関
係
性
を
も
っ
て
い
る
。
亮
範
は
長
ら
く
隆
誉
に
師
事
し
て
そ
の
「
法
味
」

に
浴
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
隆
誉
の
「
秘
決
」
を
継
承
し
、
重
ね
て
書
写
し
編
纂
整
備
す
る
こ
と
を
志
し
た
は
ず
で
あ

る
。
隆
誉
遷
化
の
翌
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
、
亮
範
は
醍
醐
寺
に
登
っ
て
釈
迦
院
有
雅
か
ら
一
流
伝
授
を
受
け
て
い
る
。
有
雅

は
、
か
つ
て
隆
誉
が
醍
醐
で
受
法
し
た
師
で
あ
り
、
醍
醐
寺
報
恩
院
主
、
東
寺
長
者
、
法
務
大
僧
正
を
歴
任
し
、
当
時
七
十
九
歳
で
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あ
り
な
が
ら
精
力
的
に
活
動
し
て
い
た
。
亮
範
伝
が
「
前
の
大
僧
正
の
有
雅
に
就
き
、
秘
旨
を
受
く
」（
（（
（

と
続
け
て
伝
え
る
よ
う
に
、

亮
範
が
隆
誉
の
『
十
結
』
を
も
っ
て
改
め
て
有
雅
か
ら
「
秘
旨
」
を
受
け
て
、
新
た
に
再
治
し
て
編
ま
れ
た
秘
決
集
が
『
諸
切
紙
十

結
』（
（（
（

（
別
名
『
真
言
十
結
』（
（（
（

）
で
あ
ろ
う
。
亮
範
伝
に
「
悉
く
之
を
師
に
附
す
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
亮
範
編
に
よ
る
秘
決
集
は
、

師
で
あ
る
隆
誉
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
『
十
結
』
と
重
な
り
合
う
よ
う
に
し
て
補
訂
さ
れ
て
い
き
、
ど
ち
ら
も
隆
誉
の
『
十
結
』

と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
十
結
』
の
伝
本
が
二
系
統
に
分
か
れ
た
淵
源
も
こ
の
あ
た
り
に
理
由
が
あ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
『
作
法
集
』
所
収
『
引
導
作
法
』
は
、
智
興
が
亮
範
に
相
伝
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
右
記
の
と
お
り
彼
ら
は
隆
誉
に
親
し

く
師
事
し
て
、『
十
結
』
の
成
立
と
伝
承
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。『
引
導
作
法
』
の
要
諦
が
、
隆
誉
『
十
結
』・『
諸
大
事
口
決
』
か

ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
事
情
も
、
こ
れ
ら
の
歴
史
的
経
緯
に
よ
っ
て
、
ま
っ
た
く
頷
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
上
の

経
緯
を
年
譜
に
し
て
整
理
し
て
お
く
。

隆
誉
お
よ
び
『
十
結
』
関
係
年
譜　
　

※
［
括
弧
］
中
は
出
典
と
頁
数
（
全
末
目
録
は
巻
数
・
頁
数
）
を
表
す

元　
号

干
支

西　
暦

齢

事　
　
　
　
　
　
　
績

承
応
二

癸
巳

一
六
五
三

１

六
月
八
日
、
京
都
に
生
ま
れ
る
（
六
波
羅
蜜
寺
普
門
院
十
七
世
、
隆
鑁
の
甥
）［
智
山
年

表
一
六
四
］

寛
文
元

辛
丑

一
六
六
一

９

十
一
月
二
十
三
日
、
智
興
（
一
六
六
一

一
七
二
八
の
ち
智
山
十
四
世
、
六
波
羅
蜜
寺
普
門
院
十
九
世
）

京
都
に
生
ま
れ
る
［
智
山
年
表
七
二
七
］

寛
文
十

庚
戌

一
六
七
〇

18

八
月
二
日
、
亮
範
（
一
六
七
〇

一
七
三
九
の
ち
智
山
十
五
世
、
六
波
羅
蜜
寺
普
門
院
二
一
世
）
越
前
新

保
浦
に
生
ま
れ
る
［
智
山
年
表
七
二
八
］
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寛
文
十
二

壬
子

一
六
七
二

20

一
月
十
三
日
、
源
長
（
一
六
七
二

一
七
三
六
六
波
羅
蜜
寺
普
門
院
二
五
世
、『
結
縄
伝
』
三
巻
を
著
す
）

生
ま
れ
る
［
智
山
年
表
二
〇
六
］

延
宝
五

丁
巳

一
六
七
七

25

九
月
二
十
日
、
龍
天
（
一
六
七
七

一
七
六
七
の
ち
智
山
十
七
世
、
六
波
羅
蜜
寺
普
門
院
二
八
世
）
常
陸

国
真
壁
郡
に
生
ま
れ
る
［
智
山
年
表
七
三
三
］

元
禄
初
期

常
陸
国
泰
鳳
山
円
福
寺
に
晋
住
［
智
山
年
表
七
三
三
］。
ま
た
し
ば
し
ば
醍
醐
住
山

元
禄
元

戊
辰

一
六
八
八

36

九
月
下
旬
、
下
総
国
布
川
徳
満
寺（

（（
（

で
隆
鑁
か
ら
隆
誉
に
伝
授
（
第
二
結
部
分
の
伝
授
）（
（（
（

［
全

末
目
録
四
・
二
八
九
］

元
禄
二

己
巳

一
六
八
九

37

三
月
、『
御
衣
木
加
持
作
法
』
書
写
［
全
末
目
録
二
・
二
九
九
］

六
月
七
日
、
隆
鑁
本
『
護
摩
壇
図
』
の
書
写
［
全
末
目
録
二
・
四
三
］

元
禄
四

辛
未

一
六
九
一

39

仲
夏
（
五
月
）、
慶
宜
本
『
勝
軍
地
蔵
法
』
の
書
写
校
合
［
全
末
目
録
四
・
三
三
一
］

季
夏
（
六
月
）、
慶
宜
本
『
教
授
作
法
』
の
書
写
［
全
末
目
録
一
・
三
二
一
、
四
・
八
］

龍
天
（
十
五
歳
）
を
弟
子
に
す
る
［
智
山
年
表
七
三
三
］
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元
禄
六

癸
酉

一
六
九
三

41

こ
の
年
、
有
雅
本
を
隆
誉
が
写
す
（『
十
結
』
の
原
型
か
）

仲
夏
（
五
月
）
朔
、
醍
醐
寺
釈
迦
院
極
楽
房
に
て
有
雅
本
『
胎
蔵
界
念
誦
私
記
』
の
書
写

伝
授
［
全
末
目
録
一
・
二
九
四
］

八
月
二
十
四
日
、
有
雅
本
『
結
縁
灌
頂
小
壇
略
作
法
』
の
書
写
伝
授
［
全
末
目
録
二
・
三

九
五
］

夏
十
有
二
日
、
醍
醐
寺
釈
迦
院
極
楽
房
に
て
有
雅
本
『
観
自
在
菩
薩
念
誦
』
の
書
写
伝
授

［
全
末
目
録
二
・
三
九
九
］

夏
二
十
有
二
日
、
醍
醐
寺
釈
迦
院
極
楽
房
に
て
有
雅
本
『
金
剛
界
念
誦
私
記
』
の
書
写
伝

授
［
全
末
目
録
一
・
二
九
四
］

元
禄
十

丁
丑

一
六
九
七

45

二
月
二
十
七
日
、
隆
鑁
本
『
伝
法
灌
頂
勝
覚
式
口
訣
』
の
書
写
［
全
末
目
録
一
・
三
三
一
］

五
月
、
隆
鑁
本
『
憲
深
方
諸
大
事
』
書
写
［
全
末
目
録
三
・
一
八
〇
］

元
禄
十
一

戊
寅

一
六
九
八

46

九
月
十
五
日
、
智
積
院
で
竪
義
が
勤
修
さ
れ
、
精
義
者
と
な
る
（
竪
者
は
覚
春
房
慶
寛
）［
智

山
年
表
二
六
四
］

元
禄
十
二

己
卯

一
六
九
九

47

四
月
五
日
、『
金
界
供
養
法
合
行
作
法
』
記
（『
両
部
合
行
略
次
第
』）［
全
末
目
録
一
・
三

二
五
］

龍
天
に
伝
法
灌
頂
を
授
け
る
［
智
山
年
表
二
六
八
］

元
禄
十
三

庚
辰

一
七
〇
〇

48

初
秋
、
隆
誉
が
『
要
法
授
訣
鈔
』
を
著
す
。「
愚
智
積
比
丘
隆
誉
」「
寓
智
積
院
比
丘
隆
誉
」

と
名
乗
る
通
り
、
智
積
院
に
在
山
し
て
い
た
。

元
禄
十
四

辛
巳

一
七
〇
一

49

三
月
下
旬
、『
灌
頂
義
記
』
書
写
［
全
末
目
録
一
・
二
四
七
、
二
・
一
九
九
、
三
・
四
四
］
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元
禄
十
五

壬
午

一
七
〇
二

50

仲
春
、『
胎
蔵
界
略
次
第
』
書
写
［
全
末
目
録
二
・
二
〇
四
］

二
月
、『
灌
頂
用
金
胎
両
部
次
第
』
書
写
［
智
山
年
表
二
七
六
］

二
月
、
亮
範
に
求
聞
持
法
お
よ
び
八
千
枚
護
摩
を
伝
授
［
智
山
年
表
二
七
六
］。『
求
聞
持

法
口
訣
』
記
［
全
末
目
録
三
・
九
七
］

元
禄
十
六

癸
未

一
七
〇
三

51

六
月
上
旬
、
有
雅
本
『
不
動
護
摩
私
記　

息
災
』
を
醍
醐
寺
に
て
書
写
［
全
末
目
録
四
・

二
〇
八
］

宝
永
二

乙
酉

一
七
〇
五

53

正
月
、
隆
誉
が
隆
鑁
本
を
書
写
し
『
十
結
』
を
翻
ず（

（（
（

［
全
末
目
録
四
・
二
八
九
］

九
月
十
六
日
、
隆
鑁
遷
化
（
寿
八
十
六
）［
智
山
年
表
二
八
八
］

宝
永
三

丙
戌

一
七
〇
六

54

九
月
、
隆
誉
本
「
遷
座
」
を
智
興
が
書
写
［
全
末
目
録
四
・
三
三
〇
］

宝
永
四

丁
亥

一
七
〇
七

55

春
二
月
、『
讃
頭
散
華
師
堂
立
引
被
物
諸
作
法
』
記
［
全
末
目
録
一
・
三
一
九
］

三
月
穀
旦
、
隆
誉
『
諸
大
事
口
訣
』
識

宝
永
六

己
丑

一
七
〇
九

57

春
三
月
穀
日
、『
法
事
諸
役
軌
則
』
記
［
布
施
浄
慧
［
一
九
九
八
］・
四
五
七
］

宝
永
七

庚
寅

一
七
一
〇

58

二
月
十
二
日
、
六
波
羅
蜜
寺
普
門
院
に
晋
住
。
春
、
智
積
院
一
﨟
に
昇
進
［
智
山
年
表
三

〇
四
］

宝
永
八

辛
卯

一
七
一
一

59

一
月
二
日
、
隆
誉
遷
化
（
寿
五
十
九
）［
智
山
年
表
三
〇
六
］

正
徳
二

壬
辰

一
七
一
二

亮
範
が
有
雅
か
ら
伝
授
。『
諸
切
紙
十
結
』（
別
名
『
真
言
十
結
』）
を
著
す
。［
智
山
年
表

七
二
九
］［
全
末
目
録
三
・
九
五
］
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正
徳
四

甲
午

一
七
一
四

九
月
、
智
興
が
隆
誉
輯
『
十
結
』
第
六
結
（
六
帖
）
を
源
長
に
伝
授
［
大
正
大
学
本
『
十

結
』
第
六
結
］

五　

頼
瑜
に
お
け
る
「
生
仏
不
二
」

　
『
諸
大
事
口
決
』
お
よ
び
『
引
導
作
法
』
に
み
ら
れ
る
「
生
仏
不
二
」
と
い
う
語
は
、
た
ま
さ
か
記
さ
れ
た
語
で
は
な
く
、
真
言

の
先
徳
た
ち
、
な
か
で
も
頼
瑜
に
よ
っ
て
重
要
視
さ
れ
て
き
た
経
緯
の
あ
る
要
語
で
あ
る
。
そ
れ
を
以
下
の
八
例
の
引
用
に
よ
っ
て

示
し
て
い
き
た
い
。

⑴
『
大
日
經
疏
指
心
鈔
』
巻
第
四
（
大
正
蔵
五
九
・
六
二
〇
上
）

○
「
自
受
法
樂
の
故
に
」
と
文
り
。
意
に
云
く
。
一
切
義
成
就
菩
薩
は
医
字
觀
に
依
っ
て
後
夜
に
成
衜
す
と
唱
う
法
身
。
先
ず

初
の
七
日
に
隨
自
意
に
『
大
日
經
』
を
說
き
た
ま
う
。
故
に
「
自
受
法
樂
故
」
と
云
り
。（
中
略
）
後
夜
に
成
衜
し
て
今
經
を

說
く
と
は
、
後
夜
は
丑
寅
不
二
の
時
な
り
。
卽
ち
生
佛
不
二
の
義
を
示
す
。
此
の
時
は
是
れ
昨
今
不
二
の
時
な
る
が
故
に
。
成

衜
は
又
卽
身
成
佛
な
る
が
故
に
。
今
經
は
又
、
卽
事
而
眞
な
る
が
故
に
。
不
二
の
時
に
在
っ
て
、
不
二
の
覺
を
唱
え
、
不
二
の

敎
を
說
く
と
謂
え
り
。
時
・
人
・
敎
、
相
應
す
。
故
に
『
御
遺
吿
』
に
云
く
。「
吾
に
不
二
一
心
を
示
し
た
ま
え
云
云
」。
此
の

祈
請
に
依
っ
て
久
米
の
衜
場
に
於
て
今
經
を
感
得
す
。
之
を
思
う
べ
し
。

―
先
述
し
た
よ
う
に
『
引
導
作
法
』
で
は
「
生
仏
不
二
」
の
印
の
一
つ
で
あ
る
金
剛
合
掌
を
解
説
す
る
際
に
『
守
護
経
』「
医
字
觀
」

が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
頼
瑜
は
、『
大
日
経
疏
』
の
「
自
受
法
楽
」
の
語
を
解
説
す
る
に
際
し
て
、『
守
護
経
』
を
援
用
し
て
い
る
。
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釈
尊
は
後
夜
（
現
在
の
午
前
二
時
か
ら
六
時
頃
）
に
成
道
し
た
と
さ
れ
、
頼
瑜
は
後
夜
を
「
丑
寅
（
午
前
二
時
）
不
二
の
時
」
と
し

て
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
生
仏
不
二
の
義
を
示
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。

⑵
『
十
八
道
口
決
』「
加
持
香
水
」（
大
正
蔵
七
九
・
六
三
上
）

私
に
云
く
。「
東
北
の
角
從
り
之
を
散
ず
」
と
は
、
丑
寅
は
兩
部
不
二
の
方
な
る
が
故
に
。
眞
言
は
不
二
を
以
て
本
と
爲
。
故

に
丑
寅
を
始
め
と
爲
す
。
生
佛
不
二
は
卽
身
成
佛
を
表
示
す
る
な
り
。
後
夜
成
衜
、
之
を
思
う
べ
し
。

―
加
持
香
水
を
す
る
際
に
、
丑
寅
（
東
北
隅
）
か
ら
洒
水
を
散
じ
は
じ
め
る
。
頼
瑜
に
よ
れ
ば
、
丑
寅
は
「
両
部
不
二
」
の
方
角

で
あ
っ
て
、
真
言
宗
は
不
二
を
も
っ
て
基
本
と
す
る
か
ら
丑
寅
を
始
め
と
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
続
け
て
「
生
仏
不
二
は
即
身
成

仏
を
表
示
す
る
な
り
。
後
夜
成
道
、
こ
れ
を
思
う
べ
し
」
と
説
き
、
時
間
的
に
釈
尊
が
後
夜
（
寅
刻
を
中
心
と
す
る
）
に
成
道
し
た

こ
と
と
、
空
間
的
な
丑
寅
の
方
角
と
を
関
連
さ
せ
て
、
生
仏
不
二
の
教
理
を
強
調
し
て
い
る
。

⑶
『
十
八
道
口
決
』「
召
請
」（
大
正
蔵
七
九
・
六
五
下
）

問
う
。
請
車
と
召
請
等
、
何
ぞ
異
な
ら
ん
や
。
答
う
。
御
口
に
云
く
。「
歬
に
請
車
の
時
、
衜
場
の
空
中
に
來
住
す
。
今
、
召

請
し
て
壇
上
に
召
請
す
。
後
、
四
明
し
て
壇
上
に
本
尊
を
引
入
し
て
、
冥
會
す
る
義
な
り
。
重
ね
て
意
に
云
く
。
十
方
の
諸
佛

な
る
報
身
を
、
壇
上
の
木
像
等
な
る
應
身
に
召
請
し
て
、
歬
の
衜
場
觀
の
種
三
羯
を
轉
ず
る
は
成
佛
法
身
な
り
。
謂
く
十
方
の

報
身
を
、
壇
上
の
應
身
に
召
入
す
。
此
れ
報
應
不
二
の
身
と
冥
會
し
て
成
法
身
と
觀
ず
。
三
身
一
體
の
本
尊
を
成
ず
る
な
り
。

此
れ
本
尊
と
行
者
と
入
我
我
入
せ
ん
時
、
生
佛
不
二
に
し
て
卽
身
成
佛
の
義
を
成
ず
」
と
文
り
。

―
こ
こ
で
頼
瑜
は
先
師
の
口
決
と
し
て
召
請
と
い
う
作
法
の
心
得
を
説
い
て
い
る
。
請
車
で
道
場
の
空
中
に
本
尊
が
来
往
し
、
召
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請
で
壇
上
に
招
い
た
後
、
四
明
で
壇
上
に
本
尊
を
引
入
し
て
つ
な
ぎ
と
め
る
。
そ
の
意
義
は
、
十
方
の
諸
仏
で
あ
る
報
身
を
、
壇
上

の
木
像
等
の
応
身
に
招
き
入
れ
、
報
身
と
応
身
が
不
二
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
身
と
な
り
、
法
報
応
の
三
身
一
体
の
本
尊
を
完
成

す
る
と
観
想
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
尊
と
行
者
と
が
入
我
我
入
す
る
と
き
、
生
仏
不
二
＝
即
身
成
仏
が
完
成
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

⑷
『
金
界
發
惠
抄
』
中
「
道
場
観
」（
大
正
蔵
七
九
・
一
二
二
中
）

先
師
の
御
口
決
に
云
く
。「
十
方
の
諸
佛
な
る
報
身
を
、
壇
上
の
木
像
等
な
る
應
身
に
召
請
し
て
、
歬
の
衜
場
觀
の
種
三
大
を

轉
ず
る
は
成
佛
法
身
な
り
。
謂
く
十
方
の
報
身
を
、
壇
上
の
應
身
に
召
入
す
。
此
れ
報
應
不
二
の
身
と
冥
會
し
て
成
法
身
と
觀

ず
。
三
身
一
體
の
本
尊
を
成
ず
る
な
り
。
此
れ
本
尊
と
行
者
と
入
我
我
入
せ
ん
時
、
生
佛
不
二
に
し
て
卽
身
成
佛
の
義
を
成
ず
。」

―
先
の
引
例
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
口
決
を
よ
く
よ
く
重
視
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑸
『
薄
草
子
口
決
』
巻
第
一
「
薬
師
」（
大
正
蔵
七
九
・
一
七
九
中
）

本
尊
加
持　

二
手
內
縛
等
云
云　
『
消
災
軌
』
に
云
く
。
二
羽
內
に
相
叉
う
。
兩
腕
稍
相
去
っ
て
開
き
張
立
つ
こ
と
三
二
寸
。
禪

智
而
し
て
來
去
す
と
文
り
。
御
口
に
云
く
。
八
指
は
內
縛
す
。
左
右
の
各
の
四
指
は
次
の
如
く
生
佛
二
界
の
四
大
な
り
。
一
切

の
病
は
四
大
不
調
に
依
る
。
私
に
文
を
加
え
て
云
く
。
天
台
の
釋
に
云
く
。「
一
大
不
調
な
れ
ば
百
一
病
惱
あ
り
。
四
大
不
調

な
れ
ば
四
百
四
病
、
一
時
に
倶
に
動
く
」（
（（
（

と
文
り
。
而
る
に
佛
界
の
四
大
を
以
て
、
生
界
の
四
大
に
冥
會
す
れ
ば
卽
ち
生
佛
不

二
・
調
和
四
大
な
る
を
以
て
藥
壼
と
作
さ
し
む
る
な
り
。

―
薬
師
法
の
本
尊
加
持
の
印
（
二
手
内
縛
・
禅
智
来
去
）
に
つ
い
て
の
口
決
で
あ
る
。
頼
瑜
は
右
手
の
四
指
は
仏
界
の
四
大
で
あ

り
、
左
手
の
四
指
は
衆
生
界
の
四
大
で
あ
る
か
ら
、
左
右
内
縛
に
よ
っ
て
衆
生
と
仏
の
二
つ
の
世
界
が
冥
会
す
れ
ば
、
生
仏
不
二
・
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四
大
調
和
す
る
の
で
、
薬
師
如
来
の
印
は
薬
壺
と
な
る
と
解
説
す
る
。

⑹
『
薄
草
子
口
決
』
第
十
二
「
弥
勒
」（
大
正
蔵
七
九
・
二
四
五
下
）

種
子　

亜　

又
同
な
り
云
云
。
私
に
云
く
。
二
尊
一
體
の
傳
に
於
て
四
種
の
不
二
有
る
べ
し
。
謂
く
、
依
報
不
二
、
正
報
不
二
、

依
正
不
二
、
生
佛
不
二
な
り
。
初
に
依
報
不
二
と
は
、『
密
嚴
院
式
』
に
云
く
、「
抑
も
此
の
天
と
は
都
卛
天

な
り

若
し
淺
略
に
就
か
ば
、

應
化
等
流
の
淨
刹
な
り
。
若
し
深
祕
に
依
ら
ば
、
淨
妙
法
身
の
佛
土
な
り
。」

―
弥
勒
法
に
大
日
と
弥
勒
の
二
尊
を
一
体
と
み
な
す
伝
が
あ
り
、
こ
の
伝
に
つ
い
て
、
依
報
不
二
、
正
報
不
二
、
依
正
不
二
、
生

仏
不
二
の
四
種
の
不
二
が
あ
る
と
説
く
。
依
報
と
は
、
国
土
世
間
の
こ
と
。
正
報
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
身
心
を
い
う
。
つ
ま
り
外
的

な
環
境
世
界
と
、
身
心
の
内
的
世
界
と
、
仏
刹
を
含
め
た
超
越
的
な
世
界
の
全
世
界
を
、
す
べ
て
は
大
日
如
来
の
国
土
と
み
な
す
密

厳
浄
土
観
に
よ
れ
ば
、
衆
生
世
界
と
仏
世
界
と
は
同
一
不
二
で
あ
る
。
依
正
不
二
は
覚
鑁
の
著
作（
（（
（

に
し
ば
し
ば
説
か
れ
る
。『
密
厳

院
式
』
と
は
、
覚
鑁
『
舎
利
供
養
式
』
に
「
抑
も
此
の
土
と
は
若
し
淺
略
に
就
か
ば
、
他
受
應
化
の
淨
刹
、
若
し
深
祕
に
依
ら
ば
、

自
性
法
身
の
佛
土
な
り
」（
（（
（

と
あ
る
の
に
よ
る
。
も
と
も
と
は
空
海
『
声
字
実
相
義
』
の
議
論
に
基
づ
く
。

⑺
『
祕
鈔
問
答
』
巻
第
一
「
宝
生
」（
大
正
蔵
七
九
・
三
〇
四
中
）

問
う
。
眞
言
に
四
字
の
明
を
加
う
は
何
の
故
か
有
ら
ん
や
。
答
う
。
朱
付
に
云
く
。
此
の
眞
言
は
石
山
の
傳
な
り
云
云
。
此
の

眞
言
と
は
、
本
尊
加
持
許
り
に
之
を
用
う
。
自
餘
の
事
、
羯
磨
會
の
呪
有
り
云
云
。
或
い
は
云
く
『
戦
祇
經
』
の
南
方
四
菩
薩

擬
麿
販
慢
な
り
。
是
れ
南
方
不
二
の
義
な
り
。
仍
て
南
方
の
佛
に
四
字
明
を
用
う
。
凡
そ
一
切
の
眞
言
の
終
り
に
四
字
を
用
う
。

是
れ
深
祕
な
り
。
卽
ち
生
佛
不
二
な
り
。
本
尊
と
行
者
と
不
二
な
り
。
此
の
如
く
一
切
の
悉
地
不
二
の
義
な
り
云
云
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―
金
剛
界
南
方
宝
生
仏
の
真
言
に
「
医
斑
鞠
漸
綱
医
擬
麿
販
慢
」
が
あ
り
、
こ
の
真
言
の
末
尾
に
「
擬
麿
販
慢
」
の
四
字
明
を
加

え
る
の
は
ど
う
い
う
理
由
が
あ
る
か
、
と
い
う
問
い
が
提
示
さ
れ
る
。
そ
の
答
え
と
し
て
、『
秘
鈔
』
に
は
朱
書
き
で
「
石
山
の
伝
」

（
す
な
わ
ち
石
山
流
、
ま
た
は
石
山
内
供
淳
祐
八
九
〇

九
五
三
の
所
伝
で
あ
る
）
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
と
記
す
。
こ
の
真
言
は
、
修
法
で

は
本
尊
加
持
の
と
き
の
み
に
用
い
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
『
金
剛
峯
樓
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』（
（（
（

で
は
南
方
の
四
親
近
菩
薩
（
金
剛

宝
・
金
剛
光
・
金
剛
幢
・
金
剛
咲
）
に
四
字
明
を
用
い
、
南
方
を
不
二
平
等
に
す
る
意
味
で
あ
る
。
す
べ
て
の
真
言
で
末
尾
に
四
字

明
を
用
い
る
の
は
、
深
秘
の
解
釈
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
衆
生
と
仏
は
不
二
平
等
で
あ
り
、
本
尊
と
行
者
は
不
二
一
体
で
あ
り
、
一
切

の
悉
地
は
大
日
如
来
の
覚
り
の
顕
現
と
し
て
不
二
一
如
で
あ
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
。

⑻
『
祕
鈔
問
答
』
巻
第
十
三
「
馱
都
秘
決
」（
大
正
蔵
七
九
・
五
一
二
中
）

問
う
。
何
故
に
此
の
字
を
以
て
今
舍
利
の
種
子
と
爲
す
や
。
答
う
。
御
口
に
云
く
。
今
の
字
は
四
字
の
合
成
す
る
字
な
り
。
慌

は
如
如
の
義
な
り
。
卽
ち
法
身
の
德
。
允
行
點
は
卽
ち
寂
靜
の
義
な
り
。
正
體
寂
靜
智
を
行
ず
る
は
般
若
の
德
な
り
。
唖
是
れ

遠
離
の
義
な
り
。
遠
離
解
脫
の
德
な
り
。
此
の
三
德
祕
藏
の
理
は
本
よ
り
生
死
煩
惱
具
足
な
る
が
故
な
り
。
漸
字
は
塵
垢
の
字

有
り
。
是
れ
則
ち
生
身
有
漏
の
肉
身
な
り
。
卽
ち
三
德
祕
藏
の
理
な
る
が
故
に
、
此
の
字
を
以
て
種
子
と
爲
す
な
り
。
此
の
宗

の
肝
心
は
生
佛
不
二
を
以
て
本
意
と
爲
る
が
故
な
り
。
大
師
の
釋
に
云
く
。「
肉
身
を
轉
ぜ
ず
し
て
、
無
漏
の
法
を
得
。
佛
位

に
於
て
生
死
有
る
こ
と
無
し
と
證
す
」
と
文
り
。
是
れ
則
ち
相
承
の
口
決
な
り
云
云

―
舎
利
の
種
字
刻
を
、
慌
・
允
・
唖
・
漸
と
い
う
四
字
の
合
成
字
と
す
る
。
慌
字
は
法
身
、
允
字
は
般
若
、
唖
字
は
遠
離
解
脱
の

三
つ
の
徳
を
あ
ら
わ
し
、
こ
の
三
徳
が
漸
字
（
塵
垢
＝
生
身
有
漏
の
肉
身
）
の
中
に
蔵
さ
れ
て
一
如
で
あ
る
と
い
う
道
理
を
、
舎
利

の
種
子
刻
の
一
字
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
い
さ
さ
か
唐
突
に
上
記
の
よ
う
に
説
く
理
由
に
つ
い
て
、
真
言
宗
の
肝
心
は
生
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仏
不
二
を
も
っ
て
本
意
と
す
る
か
ら
で
あ
る
、
と
頼
瑜
は
宣
告
し
て
い
る
。
ま
た
そ
う
伝
え
る
根
拠
を
空
海
『
大
日
経
開
題
』（
（（
（

か
ら

の
引
用
に
よ
っ
て
示
し
て
、
こ
れ
が
相
承
の
口
決
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

右
記
の
八
つ
の
引
例
を
整
理
す
れ
ば
、
頼
瑜
に
と
っ
て
生
仏
不
二
と
は
次
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

・
生
仏
不
二
の
起
点
は
、
釈
尊
の
後
夜
成
道
（
不
二
の
時
刻
・
方
角
・
覚
り
）
に
求
め
ら
れ
る

・
本
尊
と
行
者
と
が
入
我
我
入
す
る
と
き
、
生
仏
不
二
＝
即
身
成
仏
が
完
成
さ
れ
る

・�

印
契
を
結
ぶ
際
に
、
右
・
仏
、
左
・
衆
生
と
観
念
さ
れ
、
二
手
が
冥
会
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
仏
不
二
・
四
大
調
和
が
達
成
さ

れ
る

・
生
仏
不
二
の
観
念
は
、
す
べ
て
を
大
日
如
来
の
国
土
と
み
な
す
密
厳
浄
土
観
に
依
拠
し
て
い
る

・
真
言
宗
の
肝
心
は
生
仏
不
二
を
も
っ
て
本
意
と
す
る

　

以
上
の
よ
う
に
頼
瑜
の
生
仏
不
二
観
を
規
定
で
き
よ
う
。
端
的
に
言
え
ば
、
生
仏
不
二
と
は
、
す
な
わ
ち
即
身
成
仏
と
同
義
な
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
頼
瑜
は
そ
の
典
拠
を
、
空
海
や
覚
鑁
に
求
め
て
も
い
る
。
頼
瑜
が
説
く
と
こ
ろ
の
生
仏
不
二
と
い
う
語
が
、

そ
の
ま
ま
『
引
導
作
法
』
に
援
用
さ
れ
た
り
直
結
し
た
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
が
、
頼
瑜
の
規
定
、
お
よ
び
そ
の
基

本
的
な
理
念
は
引
導
法
に
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
そ
の
基
本
発
想
は
、
釈
尊
の
成
道
に
範
を
求
め
る
姿
勢
、
本
尊
と

行
者
（
仏
と
衆
生
）
を
平
等
と
み
る
瑜
伽
の
実
践
、
右
手
仏
界
・
左
手
衆
生
界
と
観
念
し
て
そ
の
合
一
を
体
現
す
る
儀
礼
観
念
、
十

方
三
世
す
べ
て
の
世
界
を
仏
国
土
の
顕
現
と
み
な
す
普
遍
的
世
界
像
、
生
仏
不
二
と
い
う
理
念
を
真
言
宗
の
肝
要
と
す
る
基
本
姿
勢

な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
引
導
作
法
』
で
も
っ
と
も
重
要
な
印
の
一
つ
で
あ
る
智
拳
印
の
立
印
作
法
を
検
証
し
た
際
に
も
、

そ
の
作
法
の
源
が
頼
瑜
（
も
と
は
木
幡
真
空
）
の
作
法
口
決
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
頼
瑜
の
事
教
二
相
に
わ
た
る
秘
事
口
決
を
、
先
徳

た
ち
は
し
っ
か
り
と
継
承
し
伝
え
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
神
髄
に
心
を
凝
ら
し
て
創
意
を
発
揮
し
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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六　

ま
と
め

　
『
引
導
作
法
』
に
お
い
て
重
要
な
鍵
語
と
な
っ
て
い
る
生
仏
不
二
と
い
う
観
念
は
、
隆
誉
の
『
諸
大
事
口
決
』
に
着
想
を
得
て
い
た
。

そ
の
注
釈
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
ゆ
え
に
こ
の
語
が
『
引
導
作
法
』
の
肝
要
と
さ
れ
る
の
か
を
、
よ
り
は
っ
き
り
と
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
智
興
・
亮
範
相
伝
の
『
引
導
作
法
』
の
中
に
、
隆
誉
の
所
伝
が
確
認
さ
れ
る
わ
け
は
、
隆
誉
の
事
績
（
伝

授
記
録
や
書
誌
情
報
）
を
丹
念
に
拾
う
こ
と
で
、
当
時
の
真
言
先
徳
た
ち
の
人
物
相
関
関
係
と
歴
史
的
な
経
緯
を
推
察
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
智
興
・
亮
範
は
ま
さ
し
く
直
接
に
隆
誉
の
業
績
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

生
仏
不
二
と
い
う
語
を
特
に
重
視
し
た
頼
瑜
の
引
例
を
紹
介
し
、
生
仏
不
二
と
い
う
観
念
が
、
空
海
・
覚
鑁
・
頼
瑜
ら
の
諸
著
作
か

ら
導
き
出
さ
れ
た
基
本
理
念
と
し
て
継
承
さ
れ
、
そ
の
真
意
が
引
導
の
肝
要
と
し
て
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き

た
。

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
先
は
私
見
を
述
べ
た
い
。
引
導
法
に
お
い
て
な
ぜ
生
仏
不
二
が
要
請
さ
れ
る
の
か
、
改
め
て
考
え
て
み
る
と
不

思
議
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
で
に
成
仏
し
て
い
る
の
な
ら
、
何
ゆ
え
に
我
々
は
葬
儀
に
際
し
て
引
導
を
授
け
る
の
か
と
い
う

こ
と
は
、
考
え
て
み
る
と
非
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
思
う
。
そ
も
そ
も
本
来
的
に
衆
生
が
仏
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
改
め
て
引
導

な
ど
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
起
こ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
引
導
な
ど
授
け
な
く
て
も
衆
生
は
成
仏
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
ア
ポ
リ
ア
は
、
い
わ
ゆ
る
本
来
成
仏
と
か
、
本
覚
論
の
思
想
射
程
と
位
相
領
域
を
同
じ
く
す
る
難
問

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
生
仏
不
二
の
理
念
に
従
う
か
ぎ
り
、
そ
の
と
お
り
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

真
言
宗
の
引
導
法
は
亡
者
に
秘
印
明
を
授
け
て
即
身
成
仏
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の
基
礎
は
、
得
度
・
灌
頂
儀
礼

の
諸
作
法
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
範
を
得
て
い
た
。
我
々
真
言
僧
自
身
が
得
度
を
し
て
僧
と
な
り
、
灌
頂
を
受
法
し
て
阿
闍
梨
と
な
る
。
引
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導
と
い
う
儀
式
は
、
そ
の
場
面
の
再
現
で
あ
っ
た
。
灌
頂
儀
礼
に
お
い
て
諸
仏
の
加
持
を
受
け
て
、
阿
闍
梨
か
ら
秘
印
明
を
授
か
り
、

菩
提
心
を
開
顕
し
て
仏
子
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
そ
れ
か
ら
以
後
の
歩
み
は
す
べ
て
仏
道
と
な
る
。
亡
者
も
ま
た
死
し
て
後
は
仏

道
を
歩
む
輩
で
あ
る
。

　
『
諸
大
事
口
決
』
は
、
真
言
宗
の
引
導
の
肝
要
は
生
仏
不
二
の
理
を
教
示
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
た
。「
自
宗
の
引
導
は
、
生
仏
不
二
の
理
を
教
示
す
る
を
肝
要
と
為
る
故
に
、
導
師
は
偏
に
此
の
観
想
に
住
し
名
利
の
心
を
放

下
し
外
儀
の
軌
則
に
拘
ら
ず
、
専
ら
亡
者
の
得
果
を
念
ず
べ
き
な
り
」。『
引
導
作
法
』
の
注
記
で
は
、『
諸
大
事
口
決
』
の
こ
の
一

文
の
前
半
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
後
半
の
「
故
に
」
以
降
の
文
が
、
よ
り
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
真
言
宗

の
引
導
は
ど
こ
ま
で
も
生
仏
不
二
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
偏
に
こ
の
理
念
に
住
す
る
か
ら
に
は
、

名
利
の
心
を
す
べ
て
投
げ
捨
て
て
、
外
面
的
な
細
か
な
作
法
に
さ
え
も
こ
だ
わ
ら
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
現
世
で
生
き
切
っ
た
命
を

仏
の
命
と
同
じ
で
あ
る
と
思
い
、
そ
の
悟
り
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
祈
念
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
真
言
宗
に
と
っ
て
の
葬
儀
と
は
、
引

導
法
を
通
じ
て
、
生
仏
不
二
の
根
本
義
に
住
し
、
ひ
た
す
ら
亡
者
の
得
果
を
祈
念
す
る
、
僧
侶
に
と
っ
て
の
三
密
瑜
伽
の
修
行
で
も

あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
こ
う
し
た
秘
事
口
伝
を
、
論
文
に
よ
っ
て
公
開
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
も
し
か
し
た
ら
難
を
唱
え
る
輩
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
他
な
ら
ぬ
隆
誉
が
、『
諸
大
事
口
決
』
の
ま
え
が
き
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
そ

の
言
葉
を
も
っ
て
擱
筆
し
た
い
。
隆
誉
自
ら
が
、
口
伝
秘
訣
は
書
き
記
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
忘
失
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
の
方
を
恐
れ
て
、
あ
え
て
書
き
記
し
て
お
く
の
だ
と
し
て
い
る
。
隆
誉
が
そ
の
よ
う
に
所
伝
を
し
っ
か
り
と
残
し
て
く
れ

た
お
か
げ
で
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
は
引
導
の
精
神
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
隆
誉
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

唐
の
張＊

説
、
一
の
明
珠
を
得
て
、
闕
忘
有
る
と
き
は
則
ち
手
を
以
て
此
の
珠
を
弄
す
れ
ば
、
便
ち
心
神
開
悟
す
る
こ
と
を
覚
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っ
て
、
名
づ
け
て
記
事
珠
と
云
う
。
今
、
此
の
記
に
於
け
る
も
亦
復
是
の
如
し
。
凡
そ
諸
大
事
の
口
伝
秘
訣
は
塗
墨
の
事
に
非

ず
と
雖
も
、
頃
こ
の
ご
ろ、

善
く
病
を
以
て
心
目
昏
＊
こ
ん

眊ぼ
う

と
し
て
右
に
顧
み
て
左
に
忘
れ
る
故
に
、
此
の
一
巻
を
録
し
て
更
に
補
忘
に
備
う
。

唯
是
れ
我
家
の
記
事
珠
と
為す

る
の
み
。

　

時
宝＊

永
四
丁
亥
稔
三
月
穀＊

旦　

沙
門
隆
誉
識（
（（
（

＊
張ち
ょ
う

説え
つ

…�

六
六
七

七
三
〇　

唐
の
政
治
家
・
詩
人
。『
開
元
天
宝
遺
事
』「
記
事
珠
」
の
説
話
に
出
て
く
る
。
記
事
珠
と
は
紺か
ん

珠じ
ゅ

と
も
い
い
、
物
忘
れ
を
し
た
と
き
に
掌
に
握
る
と
、
た
ち
ま
ち
に
思
い
出
す
不
思
議
な
珠
の
こ
と
。

＊
昏
眊
…
目
が
か
す
ん
で
物
が
見
え
な
い
こ
と
。

＊
宝
永
四
年
…
一
七
〇
七
年
。
隆
誉
五
十
五
歳
の
と
き
の
識
語
で
あ
る
。

＊
穀
旦
…
よ
い
朝
。

基
本
資
料

・
隆
誉
（
一
六
五
三

一
七
一
一
）『
諸
大
事
十
結
』
宮
野
宥
智
校
訂
『
加
持
祈
祷
真
言
秘
密

諸
大
事
全
集
』
松
本
日
進
堂
、
昭
和
二
年
（
昭
和
四
十
一
年
第
六
版
）。『
十

結
』
の
書
誌
に
つ
い
て
は
注
三
四
〜
四
〇
参
照

・
隆
誉
『
諸
大
事
口
決
』
智
山
書
庫
二
七
棚
二
八
箱
一
九
番
、
二
九
棚
一
〇

箱
二
六
番

・
智
興
（
一
六
六
一

一
七
二
八
）『
引
導
作
法
』
智
山
書
庫
二
七
棚
三
五
箱
一
番
、
玄
瑜

（
一
七
五
六

一
八
二
六
）
本

・
総
本
山
智
積
院
『
作
法
集
』
昭
和
三
十
一
年
（
昭
和
五
十
四
年
改
訂
四
版
）

※
総
本
山
智
積
院
御
内
局
の
配
慮
に
よ
り
、
智
山
書
庫
の
資
料
に
つ
い
て
は

別
院
真
福
寺
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

こ
に
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

参
考
文
献

・
上
田
霊
城
［
一
九
九
〇
］『
改
訂
真
言
密
教
事
相
概
説
―
諸
尊
法
・
灌
頂

部
―
〔
下
〕』（
二
〇
〇
八
年
改
訂
第
一
版
）

・
小
宮
俊
海
［
二
〇
一
七
］「『
作
法
集
』
の
成
立
の
経
緯
」『
現
代
密
教
』

第
二
八
号

・
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
［
二
〇
〇
七
］『
真
言
宗
智
山
派
所
属
寺
院
聖
教
・

史
料
撮
影
目
録
』
全
八
冊
、
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
（「
全
末
目
録
」
と
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註（
１
）『
作
法
集
』（
上
・
下
二
巻
）
総
本
山
智
積
院
、
昭
和
三
十
一
年
初
版

発
行
（
平
成
二
十
七
年
改
訂
六
版
）。
智
山
書
庫
所
蔵
写
本
に
一
点
あ

る
の
み
で
あ
る
。『
作
法
集
』
所
収
「
引
導
作
法
」
は
、
智
山
第
十
四

世
智
興
（
一
六
六
一

一
七
二
八
）
か
ら
智
山
第
十
五
世
亮
範
（
一
六
七
〇

一
七
三
九
）
に
伝
え
ら

れ
た
も
の
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
大
正
新
修
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
に
よ
っ
て
、
そ

の
類
語
の
引
用
数
が
多
い
順
に
並
べ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

理
智
不
二
（
二
一
〇
）、
色
心
不
二
（
一
六
一
）、
両
部
不
二
（
一
二

四
）、
因
果
不
二
（
九
四
）、
境
智
不
二
（
八
八
）、
真
俗
不
二
（
六
〇
）、

修
性
不
二
（
三
五
）、
迷
悟
不
二
（
三
一
）、
染
浄
不
二
（
三
〇
）、
凡

聖
不
二
（
二
〇
）、
真
妄
不
二
（
八
）

（
３
）
吉
蔵
『
法
華
義
疏
』
大
正
蔵
三
四
・
六
一
一
下

（
４
）
澄
観
『
大
方
広
仏
華
厳
経
随
疏
演
義
鈔
』
大
正
蔵
三
六
・
六
二
五
中

（
５
）
宗
密
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
略
疏
註
』
大
正
蔵
三
九
・
五
二

九
下
。
そ
の
他
に
は
宋
智
圓
、
延
寿
、
明
智
旭
、
伝
燈
ら
の
引
用
が

あ
る
。

（
６
）
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
に
よ
れ
ば
、「
生

仏
不
二
」
の
語
は
四
十
二
の
文
献
で
四
十
六
箇
所
出
て
く
る
。
類
語

の
「
理
智
冥
合
」（
一
一
五
）
も
頻
出
す
る
。

（
７
）
頼
瑜
『
大
日
經
疏
指
心
鈔
』
巻
第
四
、
大
正
蔵
五
九
・
六
二
〇
上

（
８
）『
作
法
集
』
一
〇
頁

（
９
）『
大
日
経
』「
悉
地
出
現
品
」
大
正
蔵
一
八
・
二
一
上

（
10
）「
引
導
大
事　

御
流
」「
次
智
拳
印　

有
口
伝　

不
捨
於
此
身　

逮
得

略
記
）

・
智
山
年
表
編
纂
室
［
二
〇
一
四
］『
智
山
年
表
［
近
世
篇
］』
真
言
宗
智
山

派
宗
務
庁
（「
智
山
年
表
」
と
略
記
）

・
高
井
観
海
［
一
九
五
三
］『
密
教
事
相
大
系
』
藤
井
佐
兵
衛

・
智
山
伝
法
院
［
二
〇
一
〇
］『
智
山
の
真
言
―
常
用
経
典
に
お
け
る
真
言

の
解
説
―
』
智
山
伝
法
院
選
書
一
五
、 ［
二
〇
一
二
］『
智
山
の
真
言
②
―

金
剛
界
念
誦
次
第
に
お
け
る
真
言
の
解
説
―
』
智
山
伝
法
院
選
書
一

六
、 ［
二
〇
一
五
］『
智
山
の
真
言
③
―
胎
蔵
界
念
誦
次
第
に
お
け
る
真
言

の
解
説
―
』
智
山
伝
法
院
選
書
一
七

・
東
京
多
摩
教
区
智
山
青
年
会
［
二
〇
〇
九
］『
一
座
勤
修　

滅
罪
儀
礼
に

関
す
る
勉
強
会
の
聴
書
集
―
葬
送
儀
礼
「
幸
心
秘
密
引
導
作
法
」
を
中
心

に
―
』

・
栂
尾
祥
雲
［
一
九
一
二
］「
引
導
法
の
研
究
」
㈠
『
六
大
新
報
』
第
四
六

〇
号
、
㈡
同
、
第
四
六
一
号
、
㈢
同
、
第
四
六
二
号

・
布
施
浄
慧
「
作
法
集
の
研
究
」『
仏
教
文
化
論
集
』
川
崎
大
師
教
学
研
究

所
紀
要
㈠
一
九
七
五
、
㈡
一
九
七
七
、
㈢
一
九
八
一

・
布
施
浄
慧
［
一
九
九
八
］「
隆
誉
法
印
に
つ
い
て
」『
仏
教
教
理
・
思
想
の

研
究
』
山
喜
房
佛
書
林

・
布
施
浄
慧
［
二
〇
〇
〇
］『
諸
大
事
十
結
解
説
』
高
野
山
真
言
宗
肥
前
青

年
教
師
会

・
布
施
浄
慧
［
二
〇
一
二
］『
作
法
集
伝
授
会 

伝
授
録
』
智
山
青
年
連
合
会

・
村
山
正
栄
［
一
九
三
四
］『
智
積
院
史
』
総
本
山
智
積
院

・
山
本
隆
信
［
二
〇
一
九
］「『
作
法
集
』
所
収
『
引
導
作
法
』
の
基
礎
」『
現

代
密
教
』
第
二
九
号
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引
導
無
上
菩
提
第
一
智
印
。
亦
名
能
滅
無
明
黑
闇
大
光
明
印
。
以
結

此
印
加
持
力
故
。
十
方
諸
佛
擵
行
者
頂
。
受
大
菩
提
勝
決
定
記
。
是

大
毘
盧
遮
那
如
來
無
量
福
聚
大
妙
智
印
」

（
19
）
不
空
訳
『
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
処
念
誦
成
仏
儀
軌
』（
大

正
蔵
一
九
・
三
二
二
中
）「
現
證
大
菩
提　

故
名
覺
勝
印
」

（
20
）
隆
誉
『
諸
大
事
口
決
』
二
八
九
〜
二
九
一
頁

（
21
）
智
山
書
庫
蔵
『
引
導
作
法
』（
二
七
二
頁
）、『
密
教
事
相
大
系
』（
九

八
九
頁
）。
こ
の
泊
如
僧
正
す
な
わ
ち
智
山
第
七
世
運
敞
（
一
六
一
四

一
六
九
三
）

の
秘
口
伝
の
典
拠
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

内
容
は
お
そ
ら
く
『
諸
大
事
口
決
』
に
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

（
22
）『
密
教
事
相
大
系
』
九
八
九
頁

（
23
）『
十
結
』「
引
導
大
事
」
中
の
こ
の
注
記
は
宮
野
本
に
示
さ
れ
る
。
ま

た
大
正
大
学
本
で
も
「
イ
本
朱
」
と
し
て
示
さ
れ
る
。

（
24
）『
諸
大
事
口
決
』
二
九
一
頁

（
25
）『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
第
一
八
、『
真
言
宗
全
書
』
三
七
・
三
二
五
上

（
26
）『
引
導
大
事
』『
興
教
大
師
全
集
』
九
〇
五
頁
。
こ
の
「
普
利
衆
生
印
」

に
つ
い
て
、
対
校
本
の
イ
本
で
は
「
塔
印
」
と
し
て
「
此
の
印
は
自

利
利
他
最
極
即
身
正
覚
の
秘
法
を
明
か
す
な
り
」
と
い
う
対
校
本
の

注
記
が
あ
る
が
、
本
文
の
注
記
で
「
若
人
求
仏
慧
左　

通
達
菩
提
心
右
」

と
左
右
に
配
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
印
契
は
塔
印
と
す
る
よ

り
は
、
直
前
の
項
目
「
金
大
日
印　

智
拳
印
」
を
継
続
す
る
の
で
は

な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
、
や
は
り
『
引
導
次
第
』
と
同
様
に
こ
の
印

契
は
智
拳
印
と
す
る
方
が
適
切
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
27
）『
引
導
次
第
』『
興
教
大
師
全
集
』
五
七
九
頁
。「
此
の
智
拳
印
は
自
利

神
境
通　

遊
歩
大
空
位　

而
成
身
秘
密
」。
栂
尾
祥
雲
「
引
導
法
の
研

究
」
㈠
三
頁

（
11
）
覚
鑁
『
引
導
大
事
』『
興
教
大
師
全
集
』
九
〇
五
頁
。
ま
た
智
拳
印
の

印
解
が
『
打
聞
集
』『
興
教
大
師
全
集
』
五
四
四
頁
に
見
ら
れ
る
。

（
12
）『
二
巻
書
』『
福
田
殖
種
纂
要
』「
第
八
・
引
導
作
法
部
」
所
収
「
十
六
・

引
導
作
法
」。

（
13
）『
十
結
』「
引
導
大
事
」

（
14
）
上
田
霊
城
［
一
九
九
〇
］
四
九
二
〜
四
九
三
頁
。
そ
の
立
印
に
は
諸

流
の
習
い
が
あ
る
。

（
15
）
高
井
観
海
『
密
教
事
相
大
系
』
九
八
三
頁

（
16
）
般
若
訳
『
諸
仏
境
界
摂
真
実
経
』（
大
正
蔵
一
八
・
二
七
五
下
）「
是

名
菩
提
引
導
第
一
智
印
。
亦
名
能
滅
無
明
黑
闇
印
。
緣
此
印
加
持
。

諸
佛
與
行
者
。
授
無
上
菩
提
最
勝
決
定
之
記
。
卽
是
毘
盧
遮
那
如
來

大
妙
智
印
。」

（
17
）
同
趣
旨
の
文
が
曇
寂
『
金
剛
頂
大
教
王
経
私
記
』（
大
正
蔵
六
一
・
三

五
二
中
）
に
見
え
る
。「
此
印
名
爲
覺
最
勝
。
由
此
卽
成
佛
菩
提
。
四

卷
云
。
此
名
菩
提
最
上
契
。
能
授
與
佛
菩
提
。
境
界
經
云
。
是
名
菩

提
引
導
第
一
智
印
。
亦
名
能
滅
無
明
黑
暗
印
。
緣
此
印
加
持
。
諸
佛

與
行
者
。
授
無
上
菩
提
最
勝
決
定
之
記
。
守
護
經
第
三
云
。
此
名
能

與
無
上
菩
提
最
尊
勝
印
。
卽
是
本
師
毘
盧
遮
那
如
來
之
印
。
心
地
觀

經
第
八
云
。
是
名
引
導
無
上
菩
提
第
一
智
印
。
亦
名
能
滅
無
明
黑
闇

大
光
明
印
。
以
結
此
印
加
持
故
。
十
方
諸
佛
擵
行
者
頂
。
授
大
菩
提

勝
決
定
記
。
是
大
毘
盧
遮
那
如
來
無
量
福
聚
大
妙
智
印
」

（
18
）
般
若
訳
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』（
大
正
蔵
三
・
三
二
九
下
）「
是
名
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は
伊
藤
師
の
近
刊
を
ま
ち
た
い
。

（
38
）
成
田
山
本
『
諸
大
事
十
結
』
和
綴
本
五
冊

（
39
）
吉
祥
院
本
『
諸
大
事
十
結
』
和
綴
本
五
冊
。
ま
た
布
施
浄
慧
［
二
〇

〇
〇
］『
諸
大
事
十
結
解
説
』
が
依
拠
す
る
『
十
結
』
は
、
吉
祥
院
本

と
は
系
統
が
異
な
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
吉
祥
院
に
は
二
種
の
写
本

が
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
40
）
長
禪
寺
所
蔵
本
『
諸
切
紙
十
結
』
和
綴
本
五
冊

（
41
）
乗
憲
房
…
あ
る
い
は
定
憲
房
か
。
全
末
目
録
三
・
五
一
頁

（
42
）
隆
鑁
…
以
下
、
智
山
年
表
に
従
っ
て
事
績
を
あ
げ
る
。［
括
弧
］
の
数

字
は
そ
の
頁
を
表
す
。
元
和
六
年
庚
申
（
一
六
二
〇
）
十
二
月
八
日
、

京
都
に
生
ま
れ
た
［
一
一
六
］。
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）、
八
歳
で

春
慶
の
も
と
で
修
学
［
一
二
二
］。
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）、
山
科

妙
智
院
賢
秀
の
弟
子
と
な
る
［
一
二
八
］。
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）、

元
寿
の
も
と
で
四
度
加
行
［
一
三
四
］。
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）、

智
積
院
に
登
り
修
学
す
る
［
一
三
八
］。
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）、

伝
法
院
流
四
度
加
行
。
賢
秀
か
ら
伝
法
院
流
お
よ
び
西
院
流
を
相
承

［
一
四
〇
］。
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）、
元
寿
か
ら
具
支
灌
頂
を
受

法
［
一
四
〇
］。
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）、
醍
醐
に
登
り
寛
済
に
従

っ
て
諸
尊
瑜
伽
秘
訣
を
受
法
す
る
［
一
六
六
］。
承
応
三
年
（
一
六
五

四
）、
隆
長
か
ら
中
性
院
流
を
相
承
［
一
六
八
］。
明
暦
二
年
（
一
六

五
六
）、
常
陸
国
下
妻
観
音
寺
に
晋
山
［
一
九
二
］。
延
宝
元
年
（
一

六
七
三
）、
下
総
国
米
倉
西
光
寺
を
兼
務
［
二
〇
八
］。
天
和
元
年
（
一

六
八
一
）、
江
戸
真
福
寺
で
醍
醐
寺
三
宝
院
座
主
高
賢
よ
り
重
位
の
秘

訣
を
受
法
［
二
二
四
］。
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）、
運
敞
の
後
任
と

利
他
最
極
即
正
覚
秘
印
な
り
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。

（
28
）『
作
法
集
』
一
〇
頁

（
29
）『
諸
大
事
口
決
』
二
九
一
頁

（
30
）
覚
鑁
『
金
剛
頂
経
蓮
花
部
心
念
誦
次
第
沙
汰
』
大
正
蔵
七
九
・
二
八

中
「
普
印
事
。
師
口
云
。
一
切
印
代
用
此
印
。
故
云
普
印
也
。
又
五

指
五
智
也
。
一
切
印
五
智
印
不
出
故
云
普
印
也
云
云　

尋
云
。
普
禮
用

此
印
意
如
何
。
又
從
此
印
出
一
切
印
故
云
普
印
也
云
云　

師
口
云
。
云

以
定
惠
二
手
。
配
佛
界
衆
生
界
時
左
配
衆
生
右
配
佛
界
也
。
左
五
指

上
右
五
指
次
第
重
徃
以
衆
生
令
歸
佛
界
義
外
淺

內
深
」。
ま
た
こ
の
説
を
頼

瑜
も
引
く
。『
金
界
發
惠
抄
』
大
正
蔵
七
九
・
九
九
中
。
ま
た
宥
範
『
大

日
経
疏
妙
印
鈔
』（
大
正
蔵
五
八
・
五
〇
一
上
）「
こ
れ
に
依
り
て
十

界
平
等
を
成
じ
、
生
仏
一
如
の
位
に
至
ら
し
む
る
が
故
な
り
」
を
参
照
。

（
31
）
般
若
訳
『
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
』
巻
第
九
「
陀
羅
尼
功
徳
軌
儀
品

第
九
」
大
正
蔵
一
九
・
五
七
〇
下

（
32
）『
作
法
集
』
一
六
頁

（
33
）『
諸
大
事
口
決
』
二
九
二
〜
二
九
三
頁

（
34
）『
諸
大
事
十
結
』
和
綴
本
十
冊
、
刊
年
不
明
、
藤
井
佐
兵
衛

（
35
）『
諸
大
事
十
結
』
宮
野
宥
智
校
訂
『
加
持
祈
祷
真
言
秘
密
諸
大
事
全
集
』

昭
和
二
年
、
松
本
日
進
堂

（
36
）『
十
結
諸
大
事
』
稲
谷
祐
宣
『
真
言
秘
密
加
持
集
成
』
平
成
十
年
、
東

方
出
版

（
37
）
大
正
大
学
本
『
諸
大
事
十
結
』
和
綴
本
五
冊
。
大
正
大
学
本
、
成
田

山
本
、
吉
祥
院
本
、
長
禪
寺
所
蔵
本
の
書
誌
情
報
は
伊
藤
堯
貫
師
の

ご
教
示
に
よ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
詳
し
い
書
誌
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を
見
出
し
弟
子
と
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
布
施
浄
慧
［
二
〇
〇
〇
］

は
常
陸
国
真
壁
郡
の
泰
鳳
山
円
福
寺
の
隆
誉
と
、
六
波
羅
蜜
寺
十
七

世
の
隆
誉
と
を
別
人
物
と
考
え
「
同
時
代
に
二
人
の
隆
誉
が
智
山
史

に
登
場
す
る
こ
と
は
驚
き
で
あ
っ
た
」
と
す
る
が
、
周
辺
状
況
か
ら

推
し
て
明
ら
か
に
同
一
人
物
で
あ
る
。『
智
積
院
史
』「
列
祖
伝
」
龍

天
伝
、
四
五
〜
四
八
頁
参
照
。
智
山
年
表
七
三
三
〜
七
三
四
頁
に
書

き
下
し
文
を
載
せ
る
。

（
46
）『
智
積
院
史
』「
列
祖
伝
」
亮
範
伝
、
四
〇
頁
参
照
。
智
山
年
表
七
二

九
頁
に
書
き
下
し
文
を
載
せ
る
。

（
47
）
同
書
同
箇
所

（
48
）『
諸
切
紙
十
結
』
千
葉
県
旭
市
長
禪
寺
蔵
。
伊
藤
師
の
談
に
よ
れ
ば
い

わ
ゆ
る
宮
野
本
の
形
態
に
近
い
と
さ
れ
る
。

（
49
）『
真
言
十
結
』
は
『
十
結
』、
ま
た
は
『
諸
切
紙
十
結
』
と
も
呼
ば
れ
る
。

新
潟
第
一
教
区
一
番
照
明
寺
所
蔵
の
奥
書
に
「
已
上
以
有
雅
大
僧
正

御
本
寫
之
了　

沙
門
亮
範　

真
純
」
と
あ
る
。
全
末
目
録
三
・
九
五

頁
参
照
。

（
50
）
徳
満
寺
…
茨
城
県
北
相
馬
郡
利
根
町
布
川
、
海
珠
山
多
聞
院
徳
満
寺
。

現
真
言
宗
豊
山
派
。
隆
鑁
は
徳
満
寺
第
七
世
で
、
元
禄
年
間
に
六
波

羅
蜜
寺
か
ら
地
蔵
菩
薩
を
勧
請
し
た
と
い
う
。
ま
た
大
正
大
学
本
『
十

結
』
第
一
結
目
録
前
の
第
一
紙
表
の
書
き
込
み
に
「
隆
誉
は
下
総
国

布
川
徳
満
寺
住
居
の
こ
と
第
四
結
招
魂
魂
魄
飛
出
る
口
決
の
處
に
見

え
た
り
」
と
あ
る
。

（
51
）
全
末
目
録
四
・
二
八
八
〜
二
八
九
頁

（
52
）
宝
永
二
年
の
年
記
は
全
末
目
録
四
・
二
八
八
〜
二
八
九
頁
、
高
知
教

し
て
信
盛
と
隆
鑁
を
推
挙
す
る
が
、
隆
鑁
は
辞
退
［
二
二
六
］。
天
和

三
年
（
一
六
八
三
）、
江
戸
真
福
寺
を
退
任
し
、
下
総
国
布
川
徳
満
寺

に
移
る
［
二
二
八
］。
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）、
遷
化
、
寿
八
十
六

［
二
八
八
］。

	

　

ま
た
全
末
目
録
一
・
三
三
一
頁
『
伝
法
灌
頂
勝
覚
式
口
訣
』
奥
書

に
「
貞
享
四
丁
卯
年
四
月
十
五
日
写
功
畢　

隆
鑁
六
十
八
歳
」
と
見

え
る
。
貞
享
四
年
は
一
六
八
七
年
。
ち
な
み
に
『
密
教
大
辞
典
』「
隆

鑁
」
の
項
に
あ
る
人
物
は
高
野
山
住
僧
で
一
六
四
七
年
生
一
七
二
四

年
没
と
あ
る
の
で
全
く
の
別
人
で
あ
る
。

（
43
）
貝
谷
隆
慧
師
よ
り
慶
範
の
事
績
と
し
て
下
記
の
資
料
を
ご
教
示
い
た

だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
慶
範
は
隆
鑁
の
付
法

の
資
で
も
あ
っ
た
（『
古
刹
瀧
谷
寺
』
瀧
谷
寺
、
一
九
七
五
、
七
九
頁
）。

ま
た
布
施
浄
慧
［
一
九
九
八
］
四
五
三
頁
に
慶
範
の
事
績
を
載
せ
る
。

（
44
）『
智
積
院
史
』「
列
祖
伝
」
亮
範
伝
、
四
二
頁
に
「
伝
法
院
の
肤
脈
は

曩
に
普
門
の
隆
誉
に
嗣
ぐ
。
又
嘗
て
衣
鉢
を
護
持
し
先
師
の
戒
範
に

倣
は
ん
と
欲
す
」
と
あ
る
。
智
山
年
表
七
二
九
頁
に
書
き
下
し
文
を

載
せ
る
。

（
45
）
泰
鳳
山
…
茨
城
県
下
妻
市
、
霊
雲
泰
鳳
山
神
光
瑞
現
院
円
福
寺
。
現

真
言
宗
豊
山
派
。
お
そ
ら
く
元
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
師
の
隆
鑁

が
江
戸
愛
宕
真
福
寺
を
退
任
し
て
下
総
徳
満
寺
に
隠
居
す
る
の
に
伴

っ
て
移
り
、
や
が
て
隆
誉
も
そ
こ
か
ら
ほ
ど
近
い
寺
に
晋
住
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
大
正
大
学
本
『
十
結
』
に
は
隆
誉
は
徳
満
寺
に
一
時

居
住
し
た
と
も
伝
え
る
。
徳
満
寺
と
円
福
寺
の
距
離
は
約
四
十
五
キ

ロ
で
あ
る
。
隆
誉
（
三
十
九
歳
）
は
円
福
寺
在
山
中
に
龍
天
（
十
五
歳
）
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諸
尊
瑜
伽
秘
訣
を
受
法
し
て
い
る
（
智
山
年
表
一
六
六
頁
）。
す
な
わ

ち
「
隆
鑁
法
印
御
本
」
の
実
態
は
、
幸
心
流
の
諸
作
法
と
そ
の
口
決

で
あ
っ
た
ろ
う
。

	

　

定
福
寺
蔵
『
十
結
』
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
延
慶
四
年
（
一
七
四
七
）、

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
と
『
十
結
』
が

書
写
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、
元
文

五
年
（
一
七
四
〇
）
に
智
積
院
東
峯
で
『
十
結
』
を
書
写
し
た
と
い

う
記
録
も
あ
る
（
全
末
目
録
四
・
三
〇
〇
頁
）。
隆
誉
は
智
積
院
一
﨟

で
あ
っ
た
し
、『
十
結
』
は
古
来
重
視
さ
れ
て
き
た
の
で
、
当
然
、
智

山
書
庫
内
に
そ
の
写
本
が
何
点
か
所
蔵
さ
れ
て
い
る
べ
き
は
ず
で
あ

る
が
、『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
に
よ
れ
ば
、「
諸
大
事
十
結　

写　

折　

一
帙
五
帖
」（
九
棚
一
五
箱
、
未
撮
影
）
の
一
点
が
確
認
さ
れ
る

だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者
未
見
で
あ
る
。『
諸
大
事
口
決
』
の
写
本

が
智
山
書
庫
内
に
七
点
（
内
六
点
が
撮
影
済
み
）
も
あ
る
の
に
比
し
て
、

『
十
結
』
が
一
点
し
か
な
い
と
い
う
事
態
は
明
ら
か
に
お
か
し
な
こ
と

で
あ
る
。
ま
だ
宗
内
外
に
未
調
査
の
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
、
今
後
の
調
査
研
究
が
待
た
れ
る
。

（
53
）
智
顗
『
修
習
止
観
坐
禅
法
要
』（
大
正
蔵
四
六
・
四
七
一
中
）、『
釈
禅

波
羅
蜜
次
第
法
則
』（
大
正
蔵
四
六
・
五
〇
五
中
）
等
に
基
づ
く
。

（
54
）
依
正
不
二
…
『
三
界
唯
心
釈
』「
依
正
無
二
な
れ
ば
、
意
是
れ
極
楽
な

り
」『
興
教
大
師
全
集
』
三
七
二
頁
、『
胎
蔵
界
沙
汰
』「
依
正
不
二
の

義
に
て
依
報
に
属
す
」『
興
教
大
師
全
集
』
七
四
一
頁
、『
五
輪
九
字

明
秘
密
釈
』「
我
性
の
九
識
は
依
正
不
二
に
し
て
相
性
同
如
な
り
」『
興

教
大
師
全
集
』
一
一
四
六
頁
、『
密
厳
浄
土
略
観
』「
三
身
の
依
正
、

区
一
一
番
定
福
寺
所
蔵
『
十
結　

上
』
の
奥
書
に
「
承
応
二
癸
巳
年

四
月
十
六
醍
醐
寺
報
恩
院
前
大
僧
正
覚
済
以
御
自
筆
書
被
下
通
也　

隆
鑁　

元
禄
元
戊
辰
年
九
月
下
旬
於
下
総
国
布
川
徳
満
寺
以
隆
鑁
法

印
御
本
奉
書
写
伝
授
畢　

宝
永
二
乙
酉
正
月
吉
日
右
之
御
本
令
書
隆

誉
翻
之　

延
享
四
丁
卯
六
月
右
御
本
伝
授
書
写
等
海　

宝
暦
三
癸
酉

年
正
月
写
之　

智
存
伝
応　

安
政
四
丁
巳
年
弥
生
三
日
書
写
了　

此

本
吾
国
伝
来
之
抜
伝
受
部
ニ
雖
無
之
覚
法
印　

秘
蔵
ノ
本
覚
恩
借
人

写
取
畢　

月
殿
龍
密
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
宝
永
二
年
の
奥

書
は
他
書
に
は
見
ら
れ
ず
、
大
正
大
学
本
、
成
田
山
本
の
第
十
結
の

奥
書
に
「
宝
永
二
乙
酉
年
仲
春
、
隆
誉
闍
梨
御
写
本
を
以
て
、
書
写
せ

し
め
訖
る
」
と
い
う
識
語
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
（
し
か
し
な
が

ら
こ
の
識
語
が
不
明
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
宝
永
二
年
は
隆
鑁
が

遷
化
し
た
年
で
隆
誉
は
存
命
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
原
著
の
識
語
で

あ
る
は
ず
だ
が
、
隆
誉
が
自
ら
を
隆
誉
闍
梨
御
写
本
な
ど
と
記
す
わ

け
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
正
し
く
は
「
隆
鑁
闍
梨
御
写
本
を

以
て
、
隆
誉
が
書
写
せ
し
め
訖
る
」
と
い
う
意
味
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
推
測
す
る
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
十
結
』
の
口
決
で
あ

る
『
諸
大
事
口
決
』
が
宝
永
四
年
に
記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
宝

永
二
年
と
い
う
年
記
は
『
十
結
』
の
成
立
年
と
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
宝
永
二
年
に
、
師
主
で
あ
る
隆
鑁
が
伝
承
し
た
作
法
・
口

伝
秘
決
を
集
め
て
書
写
し
、
改
め
て
『
十
結
』（
ま
た
は
『
諸
大
事
』）

と
翻
じ
た
（
一
つ
に
編
纂
し
て
書
名
を
つ
け
た
）
と
考
え
ら
れ
る
。

隆
鑁
も
ま
た
当
時
の
学
僧
た
ち
と
同
じ
く
醍
醐
に
登
っ
て
修
学
し
て

お
り
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
報
恩
院
十
六
世
寛
済
に
従
っ
て
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弘
道
師
は
、
二
〇
一
八
年
八
月
十
七
日
に
五
十
六
歳
で
遷
化
さ
れ
た
。
師
は

智
山
伝
法
院
に
研
究
職
員
と
し
て
長
く
在
籍
し
、
一
貫
し
て
宗
史
編
纂
事
業

に
そ
の
身
を
捧
げ
た
。

　

こ
こ
か
ら
先
は
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
記
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
の
で
あ
る
が
、

小
笠
原
さ
ん
と
私
と
は
、
所
属
研
究
室
も
違
う
し
、
研
究
分
野
も
ま
っ
た
く

違
う
の
だ
け
れ
ど
も
、
智
山
書
庫
調
査
な
ど
で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

智
山
書
庫
と
は
、
安
房
の
隆
瑜
（
一
七
七
三

一
八
五
〇
智
山
三
十
三
世
）
ら
が
伝
え
た
房

州
組
の
常
盤
蔵
聖
教
が
母
体
と
な
っ
た
、
学
山
智
山
を
象
徴
す
る
書
庫
で
あ

る
。
年
表
編
纂
事
業
の
基
礎
的
前
提
と
し
て
、
智
山
書
庫
聖
教
の
保
全
管
理

と
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
・
デ
ジ
タ
ル
保
存
は
急
務
で
あ
っ
た
。
そ
れ

に
は
現
代
に
生
き
る
房
州
組
で
あ
る
石
川
さ
ん
と
田
口
さ
ん
が
実
務
を
と
っ

て
、
ま
さ
し
く
先
師
の
報
恩
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
た
。
智
山
書
庫
の

実
態
は
、
小
笠
原
弘
道
［
二
〇
〇
四
］「
江
戸
時
代
後
期
智
山
学
匠
の
聖
教

筆
写
活
動
―
智
山
書
庫
収
蔵
筆
写
本
聖
教
の
奥
書
か
ら
―
」『
現
代
密
教
』

一
七
号
に
詳
し
い
。

　

愚
痴
に
な
る
の
で
誰
も
言
わ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
あ
え
て
こ
こ
に

記
し
て
お
く
が
、
智
山
書
庫
の
調
査
と
は
、
薄
暗
く
て
窓
の
な
い
、
ツ
ン
と

鼻
に
く
る
古
書
の
に
お
い
が
し
み
つ
い
た
一
室
に
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
り
、
コ

ン
ク
リ
床
の
上
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
紙
と
、
薄
っ
ぺ
ら
い
座
布
団
一
枚
を
敷
い
て
、

聖
教
を
丁
寧
に
整
理
し
て
い
く
地
道
な
作
業
で
あ
る
。
今
で
こ
そ
す
べ
て
の

聖
教
の
タ
グ
付
け
を
済
ま
せ
て
、
清
潔
な
防
虫
加
工
済
み
の
紙
箱
に
入
れ
て

あ
る
が
、
ほ
ん
の
十
五
、
六
年
前
ま
で
は
、
聖
教
は
す
で
に
目
録
を
作
成
済

み
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
い
ま
だ
未
整
理
な
状
態
で
、
木
屑
と
虫
糞
と
紙
粉

が
入
っ
た
木
箱
の
中
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。
い
く
ら
温
湿
管
理
さ
れ
た
書
庫

乾
坤
に
遍
満
せ
り
」『
興
教
大
師
全
集
』
一
一
八
三
頁

（
55
）『
興
教
大
師
全
集
』
一
二
八
六
頁

（
56
）
金
剛
智
訳
『
金
剛
峯
樓
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』
大
正
蔵
一
八
・
二
五

七
中
。『
瑜
祇
経
』
で
は
特
に
南
方
に
か
ぎ
ら
ず
「
一
切
處
無
不
相
應

眞
言
」
と
し
て
四
摂
の
真
言
を
示
し
て
い
る
。

（
57
）『
大
日
経
開
題
（
隆
崇
頂
不
見
）』
定
弘
全
四
・
四
七

（
58
）『
諸
大
事
口
決
』
二
四
一
〜
二
四
二
頁
。
語
注
を
記
し
て
お
く
。

〔
付
記
〕

　

本
論
文
を
擱
筆
す
る
に
際
し
、
記
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は

全
末
目
録
と
智
山
年
表
の
大
き
な
価
値
に
つ
い
て
で
あ
る
。
た
と
え
ば
今
回

作
成
し
た
隆
誉
の
年
表
は
、
す
べ
て
こ
の
全
末
目
録
と
智
山
年
表
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
が
、
今
ま
で
隆
誉
の
事
績
や
『
十
結
』
の
実
態
は
杳
と
し
て
知

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
年
表
と
目
録
を
紐
解

く
こ
と
で
、
い
と
も
容
易
く
そ
の
事
績
と
実
態
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
ら
は
智
山
派
の
宗
史
を
学
ぶ
者
の
み
な
ら
ず
、
真
言
の
事
教

二
相
を
学
ぼ
う
と
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
僧
侶
・
研
究
者
に
と
っ
て
最
良
の
工
具

書
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

　

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
労
作
を
世
に
送
り
出
し
た
、
執
筆
者
で
あ
る
村
磯

栄
俊
・
小
笠
原
弘
道
・
橋
浦
寛
能
の
三
師
を
は
じ
め
と
す
る
智
山
年
表
編
纂

室
（
編
纂
室
石
川
隆
教
主
幹
・
田
口
秀
明
助
手
）
の
皆
様
の
ご
苦
労
を
改
め

て
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
笠
原
弘
道
師
は
、
智
山
年
表
の
ま
え
が

き
で
、「
本
年
表
が
宗
史
編
纂
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
」

と
締
め
く
く
っ
て
お
ら
れ
る
。
ま
だ
志
半
ば
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、
小
笠
原
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十
結　

引
導
作
法　

隆
誉　

智
興　

亮
範　

生
仏
不
二

内
に
あ
る
と
は
い
え
、
貴
重
な
聖
教
が
痛
み
が
ち
な
状
況
下
に
あ
っ
た
。
そ

う
し
た
聖
教
を
一
刻
も
早
く
救
い
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
は
将
来
絶

対
必
要
に
な
り
、
今
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
後
世
に
誹
ら
れ
る
し
、
誰
か
が

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
な
の
だ
、
と
い
う
切
迫
し
た
思
い
で
当
時
は

皆
や
っ
て
い
た
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
は
誰
か
ら
も
理
解
も
感
謝

も
さ
れ
ず
、
本
山
職
員
か
ら
も
何
で
山
に
来
て
い
る
の
か
訝
し
ま
れ
な
が
ら
、

腰
や
尻
が
痛
く
な
る
辛
い
作
業
を
延
々
と
続
け
て
い
る
と
、
つ
い
つ
い
気
分

も
滅
入
っ
て
イ
ラ
イ
ラ
し
が
ち
で
、
特
に
私
は
怒
り
っ
ぽ
い
質
だ
か
ら
キ
レ

て
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
史
学
者
は
そ
う
し
た
劣
悪
な
環
境
に
も
慣
れ
っ
こ
で
、

忍
耐
が
身
に
つ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
小
笠
原
さ
ん
は
常
に
そ
れ
を
宥
め

る
立
場
だ
っ
た
。
鬱
屈
し
が
ち
な
雰
囲
気
を
、
小
笠
原
さ
ん
は
常
に
和
ら
げ

よ
う
と
し
て
、
面
白
い
馬
鹿
話
ば
か
り
し
て
く
れ
た
。

　

小
笠
原
さ
ん
の
葬
儀
で
は
、
涙
ば
か
り
出
て
く
る
の
に
、
一
緒
に
し
た
馬

鹿
話
と
か
つ
て
の
笑
顔
し
か
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
い
つ
も
人

が
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
と
き
に
、
そ
の
苦
し
み
を
解
放
す
る
ス
イ
ッ
チ
を
押

し
て
く
れ
る
人
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
だ
ろ
う
、『
作
法
集
』
や
引
導
法
の
研

究
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
私
を
み
か
ね
て
、「
な
ん
だ
お
前
、
こ
れ
読
ん
で

み
ろ
よ
、
苦
労
し
た
ん
だ
ぜ
」
と
、
小
笠
原
さ
ん
が
年
表
を
ポ
ン
と
目
の
前

に
差
し
出
し
て
く
れ
た
よ
う
に
、
今
に
な
っ
て
感
じ
ら
れ
る
。
智
山
年
表
編

纂
室
が
果
た
し
た
偉
大
な
業
績
は
、
過
去
の
歴
史
を
照
ら
し
出
し
た
だ
け
で

な
く
、
未
来
の
多
く
の
研
究
者
た
ち
の
労
苦
を
も
軽
減
し
て
く
れ
る
は
ず
で

あ
る
。

　

小
笠
原
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


